
ビ
ザ
ン
ツ
艦
隊
を
め
ぐ
る
考
察

七
世
紀
後
半
i
八
世
紀
初
頭
を
中
心
に

中

谷

功

ム
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γ
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は
　
じ
　
め
　
に

　
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
歴
史
に
お
い
て
七
－
八
世
紀
は
不
明
な
点
が
ひ
と
き
わ

多
い
時
代
で
あ
る
。
例
え
ば
テ
マ
制
の
起
源
し
か
り
、
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
の

実
態
し
か
り
で
あ
る
。
筆
者
は
そ
ん
な
不
明
瞭
な
時
代
に
つ
い
て
、
テ
マ
軍

制
の
成
立
と
国
家
の
あ
り
か
た
を
め
ぐ
っ
て
い
く
つ
か
考
察
を
発
表
し
て
き

①た
。
そ
れ
は
不
明
瞭
か
つ
不
十
分
な
事
実
か
ら
、
ど
れ
だ
け
説
得
力
の
あ
る

推
測
や
仮
説
を
引
き
出
せ
る
か
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ
っ
た
。

　
今
回
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
も
、
同
じ
く
軍
事
制
度
で
、
テ
マ
と
も
関
係
が

深
い
ビ
ザ
ン
ツ
艦
隊
（
な
い
し
海
軍
）
で
あ
る
。
こ
の
艦
隊
と
い
う
存
在
も
、

七
一
八
世
紀
の
厳
し
い
史
料
状
況
の
た
め
、
何
か
と
実
態
が
不
明
瞭
な
対
象

だ
と
い
え
る
。
考
察
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
そ
の
点
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。

　
こ
の
よ
う
に
容
易
で
は
な
い
ビ
ザ
ン
ツ
艦
隊
の
考
察
で
は
あ
る
が
、
関
連

す
る
研
究
は
近
年
そ
れ
な
り
に
活
発
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
技
術
史
の
奪
門

家
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
ジ
ョ
フ
リ
ー
ズ
と
共
同
で
発
表
し
た
大
著
『
ド
ロ
モ
ン
の

時
代
ビ
ザ
ン
ツ
海
軍
五
〇
〇
頃
一
＝
一
〇
四
年
撫
（
二
〇
〇
六
年
）
は
、

地
中
海
海
域
史
の
概
説
と
し
て
も
、
専
門
的
な
船
舶
技
術
史
と
し
て
も
、
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

来
の
研
究
を
集
大
成
し
て
い
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
一
国
史

的
で
制
度
史
中
心
の
枠
組
み
を
廃
し
、
よ
り
広
い
視
野
に
立
っ
た
海
洋
史
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
て
の
共
同
研
究
も
盛
ん
で
、
そ
の
成
果
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　
け
れ
ど
も
、
本
稿
が
取
り
組
む
の
は
伝
統
的
な
制
度
史
の
方
で
あ
る
。
こ

ち
ら
も
一
定
の
間
隔
で
研
究
論
文
は
発
表
さ
れ
て
は
い
る
が
、
基
本
研
究
は

四
〇
年
立
上
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
奇
し
く
も
一
九
六
六
年
に
公
刊
さ
れ
た
ア

ル
ヴ
ェ
レ
ー
ル
と
ア
ン
ト
ニ
ア
デ
ィ
ス
腿
ビ
ビ
ク
ー
と
い
う
二
人
の
女
性
の

業
績
が
事
実
上
の
出
発
点
と
な
っ
た
。
ア
ル
ヴ
ェ
レ
ー
ル
は
『
ビ
ザ
ン
ツ
と
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海
臨
に
お
い
て
、
六
世
紀
以
降
の
帝
国
史
全
体
の
中
で
海
軍
の
制
度
的
発
展

を
跡
づ
け
、
一
方
の
ア
ン
ト
ニ
ア
デ
ィ
ス
ロ
ビ
ビ
ク
ー
は
七
－
八
世
紀
に
お

け
る
「
海
の
テ
マ
」
の
成
立
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
詳
細
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

『
ビ
ザ
ン
ツ
海
洋
史
研
究
一
「
カ
ラ
ヴ
ィ
シ
ア
ノ
イ
ー
ー
テ
マ
」
に
関
連
し

て
騙
を
発
表
し
た
。
両
研
究
は
現
在
に
お
い
て
も
、
ビ
ザ
ン
ツ
海
軍
史
の
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

本
文
献
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　
逆
に
言
う
な
ら
ば
、
両
研
究
か
ら
半
世
紀
近
く
を
経
た
現
在
で
も
、
ビ
ザ

ン
ツ
海
軍
史
研
究
に
顕
著
な
進
展
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、

こ
の
間
に
散
発
的
に
公
刊
さ
れ
て
き
た
い
く
つ
か
の
制
度
史
研
究
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

現
在
の
通
説
は
形
成
さ
れ
た
。

　
～
方
、
最
近
こ
の
国
に
お
い
て
中
期
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
史
を
海
洋
の
視
点
か

ら
捉
え
る
研
究
を
い
く
つ
か
世
に
問
う
て
い
る
の
が
小
林
功
氏
で
あ
る
。
と

り
わ
け
コ
ン
ス
タ
ン
ス
ニ
世
［
ω
0
り
昌
と
レ
オ
ン
三
世
［
蕗
島
］
と
い
う
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

帝
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
が
国
内
の
有
力
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
氏
の
研
究
で
特
に
高
く
評
価
で
き
る
の
が
、
ギ
リ
シ
ア
語
・
ラ
テ
ン
語
以

外
の
ア
ラ
ビ
ア
語
や
シ
リ
ア
語
の
史
料
と
、
関
連
す
る
分
野
の
研
究
を
網
羅

的
に
渉
猟
す
る
と
い
う
研
究
姿
勢
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
提
示
さ
れ
る
新
た
な

事
実
や
視
点
は
貴
重
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
筆
者
が
付
け
加
え
て
議
論
を
す

る
余
地
は
あ
ま
り
な
い
。
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
東
薗
地
中

海
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
艦
隊
の
活
躍
な
ら
び
に
各
地
の
イ
ス
ラ
ー
ム
艦
隊
の

動
向
が
、
小
林
氏
の
研
究
の
中
で
詳
し
く
跡
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
も
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
て
考
察
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
考

察
を
受
け
た
最
終
的
な
結
論
部
分
に
お
い
て
は
、
筆
者
と
評
価
が
分
か
れ
た

り
、
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
本
稿
の
目
的
は
、
「
海
の
テ
マ
扁
の
成
立
（
八
世
紀
前
半
）
に
至
る
ビ
ザ

ン
ツ
艦
隊
の
実
像
に
迫
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
制
度
的
な
発
展
と
ど
の

よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
し
て
い
な
い
の
か
を
明
確
に
す
る

こ
と
に
あ
る
。
以
下
、
七
世
紀
三
尊
以
降
の
皇
帝
の
治
世
ご
と
に
、
ビ
ザ
ン

ツ
艦
隊
と
テ
マ
の
展
開
に
つ
い
て
具
体
的
に
史
料
に
即
し
て
考
察
し
て
い
く

こ
と
に
す
る
が
、
そ
の
前
に
制
度
史
上
問
題
と
な
る
論
点
に
つ
い
て
ま
と
め

　
　
　
⑦

て
お
こ
う
。

①
「
テ
マ
反
乱
と
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
1
「
テ
マ
・
シ
ス
テ
ム
」
の
展
開
1
」
㎎
西

　
洋
史
学
蝕
　
一
四
四
、
一
九
八
七
年
、
二
ニ
ー
四
〇
頁
一
「
テ
マ
か
ら
テ
マ
制
へ

　
ー
テ
マ
剃
度
の
成
立
時
期
を
め
ぐ
っ
て
一
」
噸
待
兼
山
論
叢
㎞
（
史
学
篇
）
二

　
一
、
一
九
八
七
年
、
二
九
i
五
〇
頁
一
「
テ
マ
の
発
展
－
軍
制
か
ら
見
た
ビ
ザ

　
ン
テ
イ
オ
ン
帝
国
i
」
欄
古
代
文
化
』
四
一
一
二
、
一
九
入
九
年
、
八
－
二
～

　
頁
。

②
℃
蔓
。
鉾
旨
第
即
竃
両
し
Φ
曄
2
ω
．
竈
鳴
》
鷺
駄
導
肉
」
、
O
ミ
め
≧
冨
鴨

　
零
N
§
欺
ミ
≧
月
毛
ミ
噺
◎
や
N
き
《
ぴ
Φ
鐵
Φ
5
＼
b
ヴ
。
ω
8
登
卜
。
0
8
．
9
℃
蔓
。
「
し
’
出
．
噂

　
O
恥
愚
書
殉
冒
さ
ミ
、
軽
蒐
§
蹴
ミ
憶
、
の
ミ
ミ
題
§
き
鴨
さ
ミ
ミ
鴨
ミ
號
ミ

　
§
ミ
鷺
、
ミ
ミ
ミ
斜
忠
矯
山
鱗
謎
．
O
鋤
ヨ
鐸
置
ひ
q
ρ
H
り
G
o
Φ

③
　
例
え
ば
、
出
簿
8
⇔
畠
。
携
｝
．
b
d
．
俸
歪
芝
．
d
欝
臓
Φ
二
Φ
山
ω
シ
き
＼
ミ
い
鶏
§
妹
隷
鴨
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§
爲
ミ
笥
》
題
恥
§
ミ
隷
鴨
勘
§
ミ
恥
防
§
3
　
≦
o
＆
σ
昌
α
o
Q
ρ
卜
。
O
O
曾
O
『
崎
ω
o
ω
－

　
8
連
山
。
ω
」
．
．
O
①
巳
「
ヨ
。
ω
噂
○
印
一
．
出
目
ユ
。
。
、
（
巴
ω
．
V
、
↓
譜
O
ミ
簿
鋤
§
ミ
勉
ミ
ミ

　
ミ
鴨
⑦
ミ
、
℃
巷
ら
禽
ミ
謡
題
鼠
帖
ぎ
題
、
鶏
奪
欝
§
ミ
ご
“
、
矯
、
O
ミ
N
ミ
ミ
ミ
討

　
9
乱
ミ
誘
δ
・
ミ
ト
§
職
§
℃
ミ
ー
越
響
§
二
代
ミ
吋
O
q
ト
O
餌
ヨ
9
工
Φ
ざ
N
8
介

　
O
ぴ
二
ω
鉱
山
。
鐸
ρ
＞
9
ω
8
δ
ロ
〇
三
〇
ρ
〉
．
飽
く
■
O
耳
毎
嫁
Φ
ω
暫
（
巴
ω
．
）
．
ぽ
蕊
N
ミ
題
駄

　
》
ミ
㍗
魯
N
§
ミ
ミ
ミ
ミ
鷺
さ
き
》
窪
①
口
。
・
■
鵠
O
O
鼻
．
ま
た
、
や
や
古
い
が
ビ
ザ
ン

　
ツ
海
洋
史
と
し
て
は
、
ζ
巴
鋤
ヨ
鼻
問
．
曜
卜
跨
旨
騎
§
、
薗
ミ
鳶
ミ
曾
N
§
§

　
塁
…
強
始
隷
亀
嵩
b
。
＜
9
ω
‘
勺
重
日
ρ
｝
Φ
Q
。
o
。
が
あ
る
。

④
〉
ぼ
壽
ぽ
罫
押
控
§
§
軸
、
隷
ミ
口
無
ミ
ミ
ミ
ミ
鴨
§
偽
～
ミ
蚕
貯

　
嘗
ミ
貯
ミ
ミ
、
題
旨
絵
㌧
、
～
ミ
§
恥
ミ
ミ
ミ
ミ
八
切
§
♂
N
§
亀
§
衰
羅
…
※
磯

　
鴇
腎
§
鳩
℃
震
グ
一
㊤
①
9
》
訂
8
田
均
｝
ω
－
じ
惹
8
戸
国
‘
肉
妹
N
ミ
8
織
迂
吻
§
送
噛
㍉
ミ
篭
一

　
ミ
ミ
§
導
N
§
亀
、
臥
㌣
o
腎
象
§
、
、
冨
§
ミ
魯
恥
9
ミ
ミ
鴇
§
恥
、
」
評
騎
’
一
〇
①
9

　
な
お
両
研
究
に
つ
い
て
は
、
三
野
洋
三
氏
に
よ
る
詳
細
な
紹
介
論
文
が
あ
り
（
棚

　
野
洋
三
「
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
海
軍
組
織
に
つ
い
て
一
最
近
の
ビ
ザ
ン
ツ
海
軍
史

　
研
究
を
中
心
に
一
」
『
関
西
学
院
史
学
㎞
　
～
二
、
一
九
七
〇
年
、
八
七
1
～
二

　
八
頁
）
、
こ
れ
と
と
も
に
氏
が
関
西
学
院
大
学
に
提
出
さ
れ
た
博
士
論
文
「
ビ
ザ

　
ン
ツ
帝
國
海
軍
組
織
の
研
究
」
（
二
〇
〇
三
年
）
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
ま
た
、
ア
ル
ヴ
ェ
レ
ー
ル
の
著
書
に
つ
い
て
は
次
の
書
評
も
参
照
の
こ
と
。
米
田

　
治
泰
評
「
ビ
ザ
ン
ツ
と
海
」
『
西
洋
史
学
』
七
三
、
一
九
六
七
年
、
六
九
一
七
一

　
頁
。

⑤
鼠
G
。
巽
〈
幕
ρ
〉
．
Ω
．
ρ
↓
ず
①
ω
①
2
寓
諄
8
8
。
鷺
碧
ξ
。
｛
3
①
じ
d
養
§
－

　
臨
房
竃
鴛
三
ヨ
①
↓
匿
ヨ
Φ
o
h
け
げ
の
0
9
。
量
σ
醒
磐
ω
＼
Ω
σ
旨
惹
Φ
o
β
導
N
§
一

　
ミ
ミ
恥
ミ
ミ
魯
q
ρ
一
㊤
O
Q
。
冒
O
O
b
A
l
轟
α
．
さ
ら
に
こ
の
時
代
全
体
の
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ

　
ィ
ー
研
究
が
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
も
登
場
人
物
に
つ
い
て
は
こ
の
研
究
で

　
の
番
号
を
［
扁
に
て
付
す
こ
と
に
し
た
。
い
厳
ρ
即
引
簿
鉾
黛
諺
斡
〉
¶
㌔
遷
－

　
の
魯
轟
§
ミ
鳴
叙
ミ
ミ
蹄
ミ
ミ
鴛
、
ミ
ミ
鴇
、
§
u
二
上
〉
馨
Φ
｝
ご
p
ぴ
q
同
（
二
一
I
Q
。
零
）
．

　
零
。
”
£
o
ヨ
Φ
津
§
画
①
b
ご
α
ρ
¢
」
Φ
同
ぎ
＼
o
d
「
き
α
Φ
筈
⊆
お
噂
お
Φ
Q
。
l
N
O
O
卜
。
．

⑥
小
林
功
「
コ
ン
ス
タ
ン
ス
ニ
世
の
シ
チ
リ
ア
進
繊
－
七
世
紀
中
盤
の
ビ
ザ
ン

　
ツ
帝
国
と
中
部
地
中
海
1
」
噸
史
林
』
八
一
－
五
、
一
九
九
八
年
、
一
四
四
－

　
一
六
四
頁
（
以
下
、
門
コ
ン
ス
タ
ン
ス
ニ
世
論
と
略
記
Y
同
「
最
後
の
「
海
の
軍

　
人
皇
帝
」
ー
レ
オ
ン
三
世
と
ビ
ザ
ン
ツ
艦
隊
」
『
オ
リ
エ
ン
ト
』
四
五
－
一
、

　
二
〇
〇
二
年
、
一
八
－
三
六
頁
（
以
下
贋
レ
オ
ン
三
世
」
と
略
記
）
。

⑦
今
回
、
筆
者
が
主
に
参
考
に
し
た
そ
の
他
の
比
較
的
新
し
い
研
究
論
文
は
次
の

　
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
囲
。
蕾
ρ
日
O
．
．
U
δ
げ
養
雪
気
ロ
δ
o
匿
丙
ユ
詔
ω
ヨ
跨
ぎ
ρ
守
村
Φ
じ
σ
巴
2
宕
口
α
q
一
臼

　
く
Φ
詳
Φ
剛
α
気
軽
伽
q
ω
。
。
誘
8
ヨ
＜
o
冨
じ
σ
憲
霧
N
▼
冨
O
貯
《
ω
o
ω
．
図
・
・
冨
邑
o
ρ
P
’

　
蒙
。
馨
興
’
即
＞
9
昏
幻
．
ω
轡
巷
℃
①
鼠
9
曾
窃
瞬
）
’
O
薗
簿
§
N
織
鳩
ミ
ミ
ミ
§
い
さ
§

　
竃
磐
筈
臨
日
＼
窯
警
瓢
ω
①
ρ
ち
8
噂
薯
．
｝
ω
ω
山
ω
俘
≦
ヴ
臥
す
ζ
．
▼
6
冨
、
．
↓
冨
ヨ
①
．
．

　
O
β
⊃
冨
ユ
ω
冨
簑
亀
O
耳
三
婆
。
螺
2
巴
．
（
巴
ω
し
’
魯
．
9
計
ロ
P
お
㊤
∴
轟
9
0
0
器
葺
ぎ
ρ

　
ψ
・
難
曲
。
露
①
菖
玉
案
ぎ
⑦
h
p
・
o
Φ
帥
　
げ
壱
8
ω
剛
8
3
易
巳
ヨ
壁
Φ
．
〉
ω
9
9
。
。

　
築
三
。
。
8
貯
Φ
ぎ
ω
垂
雪
δ
コ
①
＝
Φ
簿
ω
o
鼠
巴
Φ
（
く
頃
。
1
×
㊦
ω
δ
島
①
ω
）
’
♂
N
§
職
ミ
旨
詠
鴨

　
き
誘
ミ
ミ
お
§
鱒
○
。
．
卜
O
O
O
倉
燈
惣
⇔
l
b
。
O
．

　
　
な
お
、
そ
れ
以
前
の
研
究
に
つ
い
て
は
注
⑤
の
サ
ヴ
ィ
デ
ス
の
論
文
を
参
照
さ

　
れ
た
い
。

ビ
ザ
ン
ツ
海
軍
成
立
期
の
諸
問
題
と
史
料
状
況

　
七
一
八
世
紀
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
い
て
、
主
要
史
料
と
な
る
の
は
『
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
㎏
を
は
じ
め
と
す
る
ギ
リ
シ
ア
語
の
記
述
史
料
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
海
軍
に
か
か
わ
る
情
報
の
大
半
は
、
遠
征
の
た
び
の
「
艦

隊
営
。
巨
0
5
」
の
編
成
と
司
令
官
の
指
名
、

記
述
、
と
い
う
形
を
取
る
こ
と
が
多
い
。

そ
し
て
そ
の
具
体
的
な
活
動
の
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一
方
で
、
常
設
艦
隊
ら
し
き
も
の
が
ラ
テ
ン
語
史
料
や
聖
入
伝
史
料
に
登

場
し
、
さ
ら
に
印
章
資
料
か
ら
も
確
認
が
と
れ
る
。
｝
般
に
こ
の
艦
隊
は

「
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
」
（
ラ
テ
ン
語
で
内
鋤
鑓
び
（
＜
）
巨
p
・
包
と
呼
ば
れ
る
。
聖

人
伝
の
『
聖
デ
メ
ト
リ
オ
ス
の
奇
蹟
』
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

「（

c
帝
は
）
艦
船
評
霞
鋤
σ
鼠
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
、
シ
シ
ン
ニ
オ
ス

田
担
凸
に
、
彼
の
指
揮
下
に
あ
る
水
兵
（
船
員
）
た
ち
露
量
σ
早
着
9
と

と
も
に
、
テ
サ
詳
略
ケ
に
行
く
よ
う
に
命
じ
た
。
（
中
略
）
そ
こ
で
最
も
傑

出
し
た
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
の
シ
シ
ン
ニ
オ
ス
は
ヘ
ラ
ス
の
地
域
か
ら
出
発
し

て
、
大
変
長
き
に
わ
た
っ
て
無
人
で
あ
っ
た
ス
キ
ア
ト
ス
島
に
枝
の
主
日
に

　
　
　
②

到
着
し
た
」
（
括
弧
内
は
中
谷
に
よ
る
補
足
。
以
下
同
様
）

　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ボ
イ

　
こ
こ
で
は
、
艦
船
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
（
将
軍
）
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
す
ぐ
後
に
「
水
兵
た
ち
（
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
）
」
も
登
場

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
箇
所
は
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
艦
隊
と
そ
の
提
督
に
言
及

し
た
も
の
と
す
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
出
来
事
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

つ
生
じ
た
の
か
を
め
ぐ
っ
て
は
様
々
な
議
論
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
情

報
自
体
が
聖
人
伝
史
料
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
時
期
を
特
定
し
た
り
、
傍
証

な
し
に
事
実
と
認
め
る
に
は
危
険
が
伴
う
。

　
次
に
ラ
テ
ン
語
史
料
と
し
て
は
、
噛
教
皇
の
書
（
教
皇
列
伝
）
幅
に
同
じ
艦

隊
ら
し
き
も
の
が
登
場
す
る
。
七
…
一
年
に
教
皇
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
一

世
ロ
寄
O
］
　
一
行
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
訪
問
し
た
際
、
エ
ー
ゲ

海
の
ケ
オ
ス
（
現
ケ
ア
）
島
で
バ
ト
リ
キ
オ
ス
（
最
上
級
の
爵
位
）
で
カ
ラ

ビ
シ
ア
ニ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
［
Q
。
一
儲
O
］
6
げ
①
8
旺
ξ
ω

冨
臨
。
貯
ω
Φ
け
ω
霞
讐
①
ゆ
q
o
ω
○
母
p
＜
邑
磐
。
歪
ヨ
が
一
行
を
出
迎
え
、
首
都
ま

　
　
　
　
④

で
随
行
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
［
ω
韻
O
］
の
最
初
の
治
世
（
六
八
五

－
六
九
五
年
）
の
六
八
七
年
、
彼
名
義
の
教
皇
コ
ノ
ン
宛
て
命
令
書
簡
貯
甲

。．E
裂
さ
れ
た
軍
隊
名
の
中
に
・
や
は
り
。
鋤
豊
ω
霞
が
登
場
す
麓
・

た
だ
し
、
当
該
史
料
に
は
元
々
O
鋤
鑓
謡
の
す
巳
で
は
な
く
O
昏
巴
玖
磐
凶
と
記

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
も
種
々
議
論
が
あ
っ
た
が
、
研
究
史

上
で
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
の
転
写
ミ
ス
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ

　
　
　
⑥

と
が
多
い
。

　
ま
た
七
一
八
世
紀
頃
の
印
章
資
料
と
し
て
、
こ
の
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
の
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
と
そ
の
代
理
宮
（
エ
ク
・
プ
ロ
ソ
プ
）
も
含
め
て
、
数
名
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
鉛
印
章
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
我
々
の
手
元
に
あ
る
情
報
は
以
上
で
あ
る
。
絶
対
量
と
し
て
は
決
し
て
多

く
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
七
世
紀
後
半
頃
か
ら
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
「
カ

ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
」
と
い
う
名
前
の
艦
隊
と
そ
の
提
督
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
に
関
連
す
る
問
題
と
し
て
、
そ
れ
が
「
テ
マ
」
な
の
か

ど
う
か
が
あ
る
。
例
え
ば
、
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
H
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
の
司
令
官
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は
、
ω
甫
9
。
冨
ひ
q
o
ω
8
⇔
〉
欝
8
欝
。
β
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る
が
、
カ
ラ
ビ
シ

ア
ノ
イ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
も
こ
れ
と
同
様
に
ω
汁
轟
8
ひ
q
o
ω
8
5
囚
9
・
冨
－

σ
巨
き
o
p
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ

を
テ
マ
（
軍
管
区
）
と
み
な
し
て
よ
い
か
。
見
な
し
て
い
い
の
な
ら
そ
の
管

轄
領
域
は
ど
こ
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
現
在
の
通
説
的
理
解
で
は
、
あ

く
ま
で
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
は
艦
隊
な
い
し
そ
の
指
揮
権
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、

特
定
の
管
轄
領
域
を
有
す
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
筆
者

も
そ
う
捉
え
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
や
は
り
情
報
は
不
足
し
て
い

⑨
る
。　

カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
と
違
い
、
最
初
の
「
海
の
テ
マ
」
と
し
て
八
世
紀
前
半

頃
に
登
場
す
る
キ
ビ
ュ
ラ
イ
精
薄
イ
霞
σ
饗
轟
δ
け
蝕
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か

確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
名
前
の
由
来
は
小
ア
ジ
ア
南
岸
の
町
に
あ
る
ら

し
い
⑫
他
の
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
の
多
く
と
同
じ
く
ギ
リ
シ
孟
叩
の
複
数
形

で
登
場
す
る
。
後
の
時
代
に
な
る
が
、
一
〇
世
紀
に
皇
帝
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ノ
ス
言
託
自
身
が
執
筆
し
た
『
テ
マ
に
つ
い
て
匝
の
記
述
か
ら
は
、
キ
ビ
ユ

ラ
イ
オ
タ
イ
阿
テ
マ
の
管
轄
領
域
が
小
ア
ジ
ア
南
岸
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

す
る
。

　
こ
の
キ
ビ
ユ
ラ
イ
オ
タ
イ
が
史
料
上
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
、
六
九
八

年
の
艦
隊
反
乱
時
の
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
の
ド

ゥ
ル
ン
ガ
リ
オ
ス
母
。
暮
硬
q
費
δ
ω
の
ア
プ
シ
マ
ロ
ス
（
後
の
テ
ィ
ベ
リ
オ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

二
世
［
○
。
心
○
。
ω
］
）
が
皇
帝
に
擁
立
さ
れ
た
、
と
あ
る
。
ド
ウ
ル
ン
ガ
リ
オ
ス

ど
い
う
の
は
、
ス
ト
ラ
テ
！
ゴ
ス
よ
り
下
位
の
指
揮
権
者
の
名
称
で
、
地
上

軍
の
上
級
将
官
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
が
、
艦
隊
の
提
督
と
し
て
も
登
場
す

⑬る。　
と
こ
ろ
で
、
ア
プ
シ
マ
ロ
ス
は
こ
の
時
点
で
は
8
キ
ビ
ユ
ラ
イ
オ
タ
イ
の

テ
マ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
ロ

カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
の
か
。
さ
ら
に

ま
た
、
日
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
は
す
で
に
独
立
し
て
い
た
が
指
揮
官
の
名
称

が
ま
だ
ド
ゥ
ル
ン
ガ
リ
オ
ス
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
O
が
通
説
で
あ

る
が
、
8
や
日
も
十
分
に
成
立
可
能
で
あ
る
。

　
以
上
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
ビ
ザ
ン
ツ
艦
隊
関
係

の
制
度
的
な
情
報
を
ま
と
め
て
み
た
。
繰
り
返
す
が
、
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
に

せ
よ
、
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
に
せ
よ
、
こ
の
時
期
の
艦
隊
や
「
海
の
テ
マ
」

に
つ
い
て
、
誰
も
が
納
得
で
き
る
判
断
を
下
す
に
は
史
料
情
報
が
不
足
し
て

い
る
。
と
も
か
く
、
以
上
の
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
次
章
か
ら
は
皇
帝
の

治
世
ご
と
に
艦
隊
の
活
動
や
海
上
作
戦
な
ど
に
焦
点
を
絞
っ
て
具
体
的
に
考

察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

①
し
u
。
。
「
、
0
．
α
Φ
（
Φ
e
、
§
鴨
9
ぎ
M
譜
O
ミ
§
轟
§
隷
ミ
＜
。
二
一
。
。
。
。
ρ
冨
言
㎡

　
（
以
下
§
鳴
魯
隷
§
§
㌧
と
略
記
Y
こ
の
年
代
記
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
は
、
次
の

　
訳
と
注
釈
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ζ
壁
ひ
q
ρ
ρ
俸
即
ω
8
罫
ミ
ミ
O
、
N
§
誉
冷
駄
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竈
鳴
愚
浮
§
ミ
勲
G
ミ
愚
膀
O
ミ
導
N
ミ
嚇
ミ
鴇
Q
ミ
ミ
〉
襲
爵
、
肉
艶
物
紺
、
篭
軍
戸
ミ
遷
㌧
臥
b

　
題
撃
。
。
N
9
0
廻
8
「
P
一
⑩
鷲
（
以
下
ζ
磐
α
q
o
と
略
記
y
国
。
畠
。
毛
噂
押
曾
・
N
§
N
賊
ミ

　
9
Q
　
鳶
、
ミ
語
ミ
ミ
鴨
篭
簿
職
鴨
、
い
蹄
隷
琳
織
題
円
隷
鴨
魯
蕎
ミ
誌
P
　
O
～
へ
災
、
ミ
誌
篭
嵩
象
詮
一

　
ミ
無
ミ
傍
簿
ミ
き
ミ
ミ
ミ
、
ミ
憶
N
N
へ
儀
§
鳶
ミ
§
譜
簡
l
c
◎
N
9
ω
o
匪
戸
6
津
．
な
お
、

　
四
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
』
と
並
び
こ
の
時
代
に
つ
い
て
記
述
を
残
し
た
総
主

　
三
二
ケ
フ
ォ
ロ
ス
［
α
ω
O
昌
の
記
録
と
し
て
隅
歴
史
抄
録
』
が
あ
る
。
9

　
同
≦
m
5
ゆ
Q
ρ
○
（
Φ
α
＼
窪
．
V
．
§
愚
評
。
、
8
絶
壁
貯
§
評
庶
O
ミ
窮
ミ
㌔
駄
ミ
9
、
魯
恥
詠
。
㌶

§
な
§
毒
9
。
。
・
三
昌
讐
露
O
b
．
し
㊤
8
（
以
下
寒
魯
詠
ミ
塁
と
略
記
）
■

②
い
①
突
撃
ρ
℃
．
（
Φ
e
簡
卜
題
ミ
N
誘
ミ
§
§
吻
越
ミ
鳴
駐
§
恥
ミ
ミ
§
恥
譜
§
ミ

　
b
思
嵩
駄
壁
ミ
勲
卜
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＜
O
『
、
℃
四
ユ
ω
．
H
㊤
刈
Φ
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一
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Q
Q
帯
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O
ご
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8
×
酢
ρ
欝
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出
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P
卜
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ω
ρ
ω
O
I
卜
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ω
押

　
仰
く
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門
P
O
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窪
手
Φ
コ
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貯
ρ
賢
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㎝
心
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H
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四
〇
い
ω
鋤
＜
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ご
o
ρ
O
P
∩
搾
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郎
O
．
一

③
〉
無
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口
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簿
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じ
ご
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8
戸
愚
．
6
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貸
o
p
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ω
あ
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六
四
四
一
五
年
Y
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胃
奢
亀
Φ
押

　
魯
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緊
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刈
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ω
O
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七
一
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O
訂
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コ
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笹
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ロ
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霧
Φ
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H
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δ
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押
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～
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凡
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ミ
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P
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O
メ
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刈
卜
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刈
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晶
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Φ
誌
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魯
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禽
昏
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O
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燈
油
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目
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笛
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詣
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国
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＃
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降
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閃
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ω
ω
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困
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N
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簿
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ω
シ
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急
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職

覇
ミ
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黛
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へ
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以
下
O
b
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略
記
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ω
く
9
ρ
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漫
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ト
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営
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ミ
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ρ
＜
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Q
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ρ
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P
鉱
け
■
口
ρ
◎

⑥
ζ
§
ω
押
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P
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e
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留
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N
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N
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ミ
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ミ
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貸

　
G
ミ
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ミ
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昏
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ρ
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画
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O
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8
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H
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ω
刈
し
σ
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鴫
G
Q
Q
Q
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・
［
翻

　
幻
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史
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．
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①
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⑧
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パ
タ
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の
ア
ド
リ
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ス
［
Φ
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八
世
紀
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、
バ
ト
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で
皇
帝

　
の
プ
ロ
ト
ス
パ
タ
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オ
ス
の
ア
ペ
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ス
窃
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半
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、
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］
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］
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］
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］
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ニ
　
コ
ン
ス
タ
ン
ス
一
一
世
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
四
世
と
艦
隊

　
帝
国
が
海
上
に
お
い
て
外
敵
か
ら
ま
と
ま
っ
た
形
で
攻
撃
を
受
け
、
対
応

を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
七
世
紀
中
盤
、
コ
ン
ス
タ
ン
ス
一
世
の
治
世

（
六
四
一
－
六
六
八
年
）
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
脅
威
と
は
、
や
が
て
ウ

マ
イ
や
朝
を
樹
立
す
る
シ
リ
ア
総
督
の
ム
ア
ー
ウ
ィ
ア
の
艦
隊
で
あ
っ
た
。

実
は
、
当
初
に
お
い
て
は
、
シ
リ
ア
方
面
へ
は
ビ
ザ
ン
ツ
艦
隊
が
し
ば
し
ば

出
撃
し
、
脅
威
を
与
え
る
な
ど
優
位
に
立
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ム

ア
ー
ウ
ィ
ア
が
イ
ス
ラ
ー
ム
艦
隊
を
創
設
し
て
対
抗
し
た
の
で
あ
る
。

　
イ
ス
ラ
イ
ム
艦
隊
の
挑
戦
を
受
け
て
立
つ
側
の
皇
帝
コ
ン
ス
タ
ン
ス
ニ
世

は
即
位
し
た
時
は
　
○
歳
の
少
年
で
あ
っ
た
が
、
ム
ア
ー
ウ
ィ
ア
が
繰
り
出

し
た
艦
隊
と
の
決
戦
の
時
点
、
六
五
五
年
に
は
立
派
に
成
人
し
、
自
ら
艦
船

に
乗
り
込
ん
で
出
撃
し
た
。
し
か
し
、
小
ア
ジ
ア
南
西
リ
ュ
キ
ア
沖
で
の
海

戦
の
結
果
は
ビ
ザ
ン
ツ
側
の
惨
敗
で
あ
っ
た
。
皇
帝
は
衣
服
を
人
と
取
り
替

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

え
て
、
よ
う
や
く
戦
線
を
離
脱
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
こ
の
い
わ
ゆ

る
「
マ
ス
ト
の
戦
い
」
は
、
皇
帝
自
身
が
直
接
艦
隊
決
戦
に
臨
ん
だ
希
有
な

例
で
あ
り
、
大
艦
隊
同
士
で
の
決
戦
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
感
発
前
三
一
年

の
ア
ク
テ
ィ
ウ
ム
の
海
戦
以
来
の
出
来
事
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
敗
退
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
シ
リ
ア
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
方
面
に
展
開

し
て
い
た
ビ
ザ
ン
ツ
艦
隊
も
方
向
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
幸
い

イ
ス
ラ
ー
ム
側
に
内
紛
が
生
じ
て
、
ビ
ザ
ン
ツ
側
に
態
勢
を
立
て
直
す
時
間

的
余
裕
が
生
じ
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
ス
ニ
世
治
下
の
こ
の
時
期
に
何
ら
か
の
海

軍
組
織
上
の
改
変
、
例
え
ば
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
の
創
設
な
ど
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
（
も
ち
ろ
ん
、
敗
退
し
た
艦
隊
が
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
で
あ
っ
た
と
考

　
　
　
　
　
　
　
②

え
る
こ
と
も
で
き
る
）
。
し
か
し
、
す
べ
て
は
藪
の
申
で
あ
る
。

　
手
痛
い
敗
北
か
ら
数
年
を
経
た
六
六
一
／
二
年
、
コ
ン
ス
タ
ン
ス
帝
は
突

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

如
軍
隊
を
率
い
て
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
離
れ
た
。
そ
の
霞
的

は
都
を
ロ
ー
マ
に
移
す
と
も
、
最
初
か
ら
行
き
先
は
シ
チ
リ
ア
だ
っ
た
と
も

　
　
　
　
④

述
べ
ら
れ
る
。
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
歴
を
は
じ
め
と
す
る
各
史
料
は
、

原
因
と
し
て
首
都
で
の
皇
帝
の
不
人
気
を
挙
げ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

史
料
に
登
場
す
る
二
人
の
政
府
要
人
、
コ
ロ
ネ
イ
ア
の
テ
オ
ド
ロ
ス

［刈

ﾖ
路
］
と
ク
ビ
ク
ラ
リ
オ
ス
（
宙
官
侍
従
）
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
［
ω
㎝
ω
］

は
、
妻
子
を
連
れ
出
そ
う
と
す
る
皇
帝
を
諌
め
て
、
両
名
は
皇
帝
の
家
族
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
も
に
首
都
に
留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
皇
帝
が
ロ
ー
マ
に
到
着
し
た
の
は
六
六
三
年
七
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

滞
在
は
＝
一
日
間
の
み
で
、
一
行
は
ナ
ポ
リ
へ
と
移
動
し
た
。
そ
の
後
、
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

帝
の
軍
隊
は
シ
チ
リ
ア
島
に
向
か
い
、
同
年
シ
ラ
ク
サ
に
居
を
構
え
た
。
そ

の
後
、
シ
チ
リ
ア
島
の
一
部
が
イ
ス
ラ
ー
ム
軍
に
占
領
さ
れ
る
と
い
う
事
態

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
、
北
ア
フ
リ
カ
方
面
の
敵
と
の
戦
い
を
準
備
し
始
め

た
可
能
性
は
あ
る
。
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し
か
し
、
不
明
な
点
も
多
い
。
か
な
り
の
兵
力
（
小
林
氏
は
二
万
と
予

想
）
を
伴
っ
て
の
、
し
か
も
長
期
の
行
軍
で
あ
る
。
す
で
に
ロ
ー
マ
到
着
時

点
で
　
年
以
上
を
経
過
し
て
お
り
、
さ
ら
に
シ
ラ
ク
サ
で
の
滞
在
期
間
は
五

　
　
　
　
　
　
　
⑧

年
あ
ま
り
に
及
ん
だ
。
そ
れ
ほ
ど
長
期
間
、
し
か
も
め
ぼ
し
い
戦
闘
も
な
い

中
、
遠
征
軍
の
士
気
を
維
持
し
続
け
る
の
は
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

将
兵
に
不
満
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
い
や
、
不
満
は
確
実
に
高
じ
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
だ
。
六
六
八
年
、
コ
ン
ス

タ
ン
ス
幾
世
は
シ
ラ
ク
サ
に
お
い
て
暗
殺
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
の
直
接
の

暗
殺
者
は
ト
ロ
イ
ロ
ス
［
。
。
0
卜
。
出
の
息
子
ア
ン
ド
レ
ア
ス
門
ω
㎝
出
と
の
み

記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
展
開
か
ら
見
て
、
偶
発
的
な
事
件
と
い
う
よ

り
も
計
画
的
な
犯
行
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
ス
早
世
、
享
年

　
　
　
　
　
　
⑩

王
七
歳
で
あ
っ
た
。

　
軍
隊
は
、
皇
帝
の
死
去
を
知
る
と
亡
骸
を
埋
葬
し
て
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ミ
ジ
ジ
オ
ス
［
縁
①
G
。
］
と
い
う
人
物
を
皇
帝
に
据
え
た
と
い
う
。

　
さ
て
、
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
』
は
、
こ
の
頃
首
都
に
い
た
新
帝
コ

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
四
世
［
G
。
刈
O
じ
。
］
（
在
位
六
六
八
一
七
八
五
年
）
の
動
向

を
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
は
彼
の
父
の
死
を
聞
く

と
、
大
艦
隊
と
と
も
に
シ
チ
リ
ア
に
到
着
し
、
ミ
ジ
ジ
オ
ス
を
捕
ら
え
て
自

身
の
父
の
殺
害
者
た
ち
と
と
も
に
殺
さ
せ
た
。
そ
し
て
西
方
を
安
定
さ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
へ
と
急
ぎ
（
戻
っ
た
と
。
こ
の
シ
チ
リ
ア
遠
征

の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
当
時
二
〇
歳
に
も
達
し
て
い
な
か
っ
た
若
き
皇
帝

は
大
軍
を
率
い
て
海
を
渡
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
事
実
に
は
傍
証
が
あ
る
。
シ
リ
ア
系
の
史
料
テ
ル
匪
マ
ー
レ
の
デ
ィ

オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
が
こ
の
事
件
に
つ
い
て
伝
え
て
い
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
ス
ニ
世

の
暗
殺
を
受
け
、
「
そ
こ
で
ロ
ー
マ
入
た
ち
は
王
に
バ
ト
リ
キ
オ
ス
で
ミ
ジ

ジ
（
オ
ス
）
と
呼
ば
れ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
を
選
ん
だ
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ

ス
（
四
世
）
は
自
分
の
父
親
の
暗
殺
を
聞
く
と
、
大
挙
し
て
シ
チ
リ
ア
に
航

海
し
、
ミ
ジ
ジ
（
オ
ス
）
を
捕
ら
え
て
処
刑
し
、
ま
た
父
親
の
死
に
責
任
の

あ
る
者
た
ち
全
員
を
も
処
刑
し
た
。
そ
の
後
、
彼
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー

　
　
　
　
　
⑬

プ
ル
に
戻
っ
た
」
。
ま
た
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
同
じ
く
シ
リ
ア
系
の
『
シ
リ

ア
人
ミ
カ
エ
ル
の
年
代
記
』
や
ギ
リ
シ
ア
語
の
『
修
道
士
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

年
代
記
廓
な
ど
で
確
認
で
き
る
。

　
や
は
り
皇
帝
は
親
征
を
し
た
の
か
。
け
れ
ど
も
、
即
座
に
首
都
か
ら
大
艦

隊
が
出
動
し
た
点
に
は
少
な
か
ら
ず
違
和
感
を
覚
え
る
。
実
は
、
コ
ン
ス
タ

ン
テ
ィ
ノ
ス
四
恩
に
よ
る
遠
征
の
存
在
を
疑
っ
た
研
究
者
が
一
世
紀
前
に
い

た
・
ア
ラ
ビ
ア
語
聾
に
も
聾
す
る
蒼
な
ブ
ル
ッ
ク
ス
で
あ
緬
・
ブ
ル

ッ
ク
ス
は
、
遠
征
は
事
実
と
し
て
あ
り
え
な
い
と
指
摘
し
た
。
ま
ず
、
時
期

的
に
。
こ
の
前
年
に
は
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
イ
H
テ
マ
の
ス
ト
ラ
テ
！
ゴ
ス
、
サ

ボ
リ
オ
ス
の
反
乱
が
勃
発
し
て
お
り
、
ま
た
ウ
マ
イ
や
朝
を
樹
立
し
た
カ
リ

フ
の
ム
ア
ー
ウ
ィ
ア
は
、
当
時
毎
年
の
よ
う
に
遠
征
軍
を
小
ア
ジ
ア
へ
と
派
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遣
し
て
い
た
。
サ
ボ
リ
オ
ス
反
乱
と
も
時
を
同
じ
く
し
て
そ
の
一
部
隊
は
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

都
対
岸
の
カ
ル
ケ
ド
ン
に
ま
で
進
軍
し
た
と
い
う
。
果
た
し
て
こ
の
よ
う
な

時
に
、
千
年
前
の
ア
テ
ナ
イ
よ
ろ
し
く
、
大
艦
隊
を
シ
チ
リ
ア
の
シ
ラ
ク
サ

へ
と
派
遣
す
る
時
間
的
、
華
言
的
余
裕
が
帝
国
政
府
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
史
料
の
性
質
に
も
言
及
す
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ス
四
世
の
遠
征
を
伝
え
る
も
の
は
東
方
シ
リ
ア
系
の
史
料
が
中
心
で
あ
り
、

『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
』
や
『
修
道
士
ゲ
オ
ル
川
重
ス
の
年
代
記
』
も
そ

れ
を
情
報
源
に
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
イ
タ
リ
ア
側
の
ラ
テ
ン
語
史

料
に
は
こ
の
遠
征
に
つ
い
て
の
記
述
が
｝
切
見
ら
れ
な
い
。
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
シ

リ
ア
系
の
史
料
に
誤
解
が
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
も
細
か
く
分
析
し
て
い
る
。

　
一
方
、
パ
ウ
ル
ス
H
デ
ィ
ア
コ
ヌ
ス
の
『
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ド
人
の
歴
史
』
に

は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
そ
れ
で
、
シ
ラ
ク
サ
で
皇
帝
コ
ン
ス
タ

ン
ス
が
殺
害
さ
れ
る
と
、
シ
チ
リ
ア
で
メ
ケ
テ
ィ
ウ
ス
（
ミ
ジ
ジ
オ
ス
）
が

帝
権
を
奮
っ
た
が
、
東
方
の
軍
隊
な
し
に
自
発
的
に
で
あ
っ
た
。
彼
に
対
し

て
イ
タ
リ
ア
の
軍
隊
が
イ
ス
ト
リ
ア
や
カ
ン
パ
ニ
ア
地
方
か
ら
、
さ
ら
に
ア

フ
リ
カ
や
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
地
方
か
ら
も
（
他
の
軍
隊
が
）
シ
ラ
ク
サ
に
到
来

し
、
彼
の
命
を
奪
っ
た
。
彼
の
告
発
者
た
ち
に
よ
っ
て
多
く
の
煮
た
ち
が
斬

首
さ
れ
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
も
た
ら
さ
れ
、
こ
れ
ら
と
と
も
に

偽
の
皇
帝
の
首
も
同
じ
く
海
路
運
ば
れ
た
漏
（
さ
ら
に
、
『
教
皇
の
書
』
も
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ぼ
同
様
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
）
。

　
筆
者
に
は
こ
ち
ら
の
方
が
よ
り
具
体
的
で
、
蓋
然
性
も
高
い
と
感
じ
ら
れ

る
。
お
そ
ら
く
新
皇
帝
は
首
都
に
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
叛
徒
た
ち

の
首
を
運
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ

ス
三
世
に
よ
る
即
座
の
大
規
模
な
親
征
を
主
張
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ブ
ル
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ク
ス
説
に
適
切
に
反
論
し
て
お
く
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
四
世
の
治
世
は
そ
の
後
、
い
よ
い
よ
苦
境

に
入
っ
て
い
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
軍
の
遠
征
は
、
六
七
四
年
か
ら
五
年
連
続

で
首
都
封
鎖
を
実
施
す
る
。
攻
め
手
は
艦
隊
を
と
も
な
っ
て
首
都
近
郊
に
到

来
し
、
夏
場
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
城
塞
を
前
に
戦
い
、
冬
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
近
く
の
キ
ュ
ジ
コ
ス
で
越
冬
、
と
い
う
作
戦
を
繰
り
返
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
四
世
は
、
火
炎
放
射
の
筒
、
い
わ
ゆ
る
「
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

リ
シ
ア
火
」
搭
載
の
大
型
二
段
磐
船
を
建
造
さ
せ
た
と
い
う
が
、
実
際
の
戦

闘
記
述
に
艦
隊
の
活
動
は
あ
ま
り
登
場
し
な
い
。

　
次
に
艦
隊
の
動
向
が
確
認
で
き
る
の
は
六
八
○
年
で
あ
る
。
こ
の
年
、
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ル
ガ
ー
ル
人
が
ド
ナ
ウ
川
を
越
え
て
南
下
し
て
き
た
。
皇
帝
は
金
テ
マ
軍

（
テ
マ
タ
）
に
ト
ラ
キ
ア
側
に
渡
る
よ
う
命
じ
る
一
方
、
艦
隊
を
議
装
し
、

陸
と
海
か
ら
ブ
ル
ガ
ー
ル
人
た
ち
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。
艦
船
で
出
撃
し
た

皇
帝
は
、
上
陸
し
て
敵
軍
と
対
臆
し
た
。
し
か
し
、
若
い
皇
帝
に
通
風
の
症

状
が
出
て
、
彼
は
五
隻
の
快
速
艦
ド
ロ
モ
ン
と
と
も
に
メ
セ
ン
ブ
リ
ア
市
へ

と
引
き
返
し
た
。
軍
隊
内
に
は
、
皇
帝
が
逃
亡
し
た
と
の
噂
が
広
ま
っ
た
た
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⑫

め
、
帝
国
軍
は
総
崩
れ
と
な
っ
た
と
い
う
。
皇
帝
が
亡
く
な
っ
た
の
は
そ
の

五
年
後
、
三
〇
代
半
ば
で
あ
っ
た
。

　
以
上
が
、
年
代
記
な
ど
に
登
場
す
る
コ
ン
ス
タ
ン
ス
二
世
と
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ノ
ス
四
世
の
艦
隊
と
の
関
わ
り
を
示
す
箇
所
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
カ

ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
が
首
都
防
衛
と
の
関
係
で
す
で
に
創
設
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
し
か
し
、
『
聖
デ
メ
ト
リ
オ
ス
の
奇
蹟
幅
で
は
そ
の
ス
ト
ラ
テ
ー

ゴ
ス
は
ヘ
ラ
ス
、
つ
ま
り
ギ
リ
シ
ア
の
領
域
か
ら
出
動
し
て
い
る
。
サ
モ
ス

島
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
印
章
資
料
の
断
片
だ
け
で
は
説
得
力
は
強
く
な
い
。

我
々
の
手
元
に
残
る
情
報
だ
け
で
は
、
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
と
い
う
常
設
艦
隊

の
具
体
的
な
姿
を
復
発
し
て
示
す
こ
と
は
困
難
な
よ
う
で
あ
る
。

①
§
軸
愚
隷
§
塁
薯
b
。
＆
山
ま
（
》
竃
〇
三
③
）
．

②
ビ
ビ
ク
ー
は
艦
隊
の
創
設
を
コ
ン
ス
タ
ン
ス
ニ
世
治
下
の
六
四
八
一
六
五
四
年

　
の
頃
と
す
る
（
〉
葺
。
同
氏
轟
轟
し
d
量
8
億
’
魯
マ
9
章
や
刈
◎
。
）
獄
〉
簿
。
昆
即
飢
す
じ
u
剛
σ
ざ
。
戸

　
口
・
も
同
8
0
ω
α
㊦
邸
讐
①
ヨ
δ
民
Φ
き
雪
畝
8
q
選
、
．
ω
嘗
碧
猪
Φ
α
㊦
ω
O
p
。
鑓
三
ω
ω
δ
コ
ω
．
．
魍

　
♂
N
§
職
ミ
恥
ミ
驚
ミ
黙
。
刈
山
、
お
①
9
0
P
謡
ゐ
｝
・
一
方
、
ア
ル
ヴ
ェ
レ
ー
ル
に
よ
れ

　
ば
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
の
創
設
は
七
世
紀
宋
、
お
そ
ら
く
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス

　
四
望
治
下
だ
と
い
う
（
〉
冨
≧
Φ
窓
口
§
ミ
こ
賢
N
鳶
）
。
最
近
で
は
、
コ
セ
ン
テ

　
ィ
ノ
が
改
革
説
を
支
持
す
る
が
（
O
o
ω
①
簿
ぎ
ρ
ω
．
”
O
o
5
獣
雪
ω
肖
磐
◎
夢
Φ

　
じ
尊
君
鎚
酢
ぼ
Φ
宕
p
ゆ
く
メ
陸
N
§
ミ
N
詠
6
ぎ
隷
駐
。
ミ
ミ
巴
ρ
N
8
N
薯
b
ミ
よ
8
）
、

　
ケ
ー
ギ
に
よ
り
反
論
さ
れ
て
い
る
（
囚
器
讐
≦
．
四
｝
野
獣
へ
臨
ミ
象
§
鴇
§

　
§
職
曾
N
§
欺
ミ
O
ミ
、
§
恥
鴨
§
〉
♂
、
導
奪
思
麟
O
蔓
延
錠
ひ
q
Φ
＼
乞
①
≦
艇
。
葺
、

　
N
O
一
ρ
P
6
Φ
9
）
。

③
§
鴨
魯
隷
ミ
§
地
。
．
ω
心
。
。
（
〉
ζ
Φ
一
α
ω
）
．

④
小
林
氏
は
目
的
地
は
「
当
初
か
ら
シ
チ
リ
ア
島
に
あ
っ
た
」
（
「
コ
ン
ス
タ
ン
ス

　
ニ
世
扁
一
五
三
頁
）
と
雷
う
が
、
こ
の
時
点
で
イ
ス
ラ
ー
ム
測
の
艦
隊
の
シ
チ
リ

　
ア
へ
の
攻
撃
は
六
五
二
／
三
年
に
一
度
あ
る
の
み
で
、
し
か
も
そ
れ
が
事
実
か
ど

　
う
か
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
あ
る
。
鼠
O
o
ω
⑦
翼
冒
P
O
o
コ
ω
鼠
諺
H
囲
昏
α
窪
①

　
し
u
矯
N
雪
げ
置
Φ
三
帥
く
ざ
賢
O
Q
◎
㎝
．

⑤
　
竈
鳴
魯
、
“
・
§
舞
P
ω
鰹
（
〉
ζ
O
一
①
O
Y
9
図
器
匿
き
噛
．
ぎ
ロ
σ
篤
。
霞
碧
δ
ω
．
・
Q
昆
こ

　
巳
嶺
野

⑥
匿
恥
ミ
讐
ミ
ミ
q
ミ
貴
＜
9
■
ド
琶
．
ω
お
山
濠
．
な
お
、
イ
タ
リ
ア
到
着
ま
で
長
く

　
時
間
を
要
し
た
の
は
、
バ
ル
カ
ン
半
島
で
「
慎
重
な
準
備
」
（
「
コ
ン
ス
タ
ン
ス
ニ

　
世
」
～
五
三
頁
）
を
し
て
い
た
の
だ
と
小
林
氏
は
言
う
。
し
か
し
一
切
は
不
明
で

　
あ
る
。

⑦
↓
、
ミ
息
ぎ
ミ
勲
葛
心
。
。
（
〉
竃
①
H
墨
．

⑧
竈
鴨
愚
諒
§
舞
豆
汁
（
〉
竃
①
δ
O
ソ
疑
腎
ミ
旨
ミ
ミ
ミ
蟄
ミ
執
鐸

⑨
短
期
間
の
ロ
…
マ
滞
在
中
に
皇
帝
は
、
ロ
ー
マ
市
内
の
聖
マ
リ
ア
聖
堂
の
青
銅

　
瓦
を
は
じ
め
、
多
く
の
聖
堂
か
ら
調
度
品
な
ど
金
目
の
物
を
奪
っ
て
い
っ
た
。
シ

　
ラ
ク
サ
移
動
後
も
イ
タ
リ
ア
・
ア
フ
リ
カ
を
も
含
め
て
付
近
か
ら
税
金
を
取
り
立

　
て
た
と
い
う
（
い
蓼
ミ
讐
ミ
ミ
6
ミ
篤
き
軌
鉢
）
。
そ
こ
に
は
「
航
海
税
？
口
霊
瓜
。
甲

　
甑
。
」
も
含
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
。
最
近
、
ザ
ッ
カ
マ
ン
が
こ
の
「
航
海
税
」
に

　
関
連
し
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
ス
留
男
に
よ
る
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
艦
隊
創
設
説
論
を
展

　
開
し
て
い
る
が
（
N
9
犀
毒
手
き
¶
○
’
ピ
紹
琶
ぎ
ゆ
q
砕
。
ヨ
窪
①
閃
口
①
琶
《
磐
α
竃
。
「
喪

　
ω
窪
α
置
ω
ぢ
．
．
U
鋤
腎
0
9
ε
菖
。
ω
．
．
じ
づ
養
寒
露
⊆
年
藁
ミ
§
ミ
ミ
、
国
遠
ミ
ひ
§
勘
し
d
P
卜
Q
’

　
卜
。
O
O
口
唱
．
お
山
ω
伊
①
の
P
｝
O
下
一
〇
。
。
）
、
本
租
税
の
具
体
的
な
中
味
は
推
測
す
る
し

　
か
な
い
の
で
あ
り
、
艦
隊
の
建
設
が
霞
的
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
か
な
り
乱
暴
な

　
議
論
だ
と
私
は
思
う
。
な
お
、
小
林
氏
は
六
八
三
年
や
六
八
八
年
中
帝
国
側
が
北

　
ア
フ
リ
カ
で
イ
ス
ラ
ー
ム
軍
を
撃
破
で
き
た
の
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
ス
の
政
策
が

　
「
花
開
い
た
」
（
＝
ハ
三
頁
）
の
だ
と
い
う
が
、
説
得
力
は
十
分
で
は
な
い
。

⑩
殺
害
年
と
し
て
六
六
九
年
説
も
あ
る
。
亀
β
Ω
冨
魯
≦
8
9
》
O
。
日
爆
ω
。
h
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国
鴛
ζ
竃
①
象
Φ
〈
鉱
〉
脱
ヨ
窪
受
口
ぎ
ω
q
σ
鳳
。
戸
b
N
ミ
N
貯
、
§
N
O
寒
物
§
ミ
恥
㎝
G
。
・

　
N
O
O
介
℃
P
竪
。
下
㊤
ザ
心
ρ

⑪
↓
譜
上
州
§
当
確
’
G
。
野
山
㎝
卜
。
（
〉
窯
①
δ
O
）
．
鼠
き
尋
魯
ぎ
＼
8
。
げ
．
ω
ω
■
小
林
氏

　
は
、
皇
帝
は
ア
フ
リ
カ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
艦
隊
に
対
抗
す
る
た
め
、
艦
隊
建
設
を
準

　
備
し
て
い
た
と
推
測
す
る
（
「
コ
ン
ス
タ
ン
ス
困
却
扁
一
五
八
頁
）
。
あ
り
え
る
推

　
測
だ
が
、
あ
ま
り
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
三
章
で
紹

　
介
す
る
多
く
の
事
例
を
考
慮
す
れ
ば
、
艦
隊
の
建
設
は
長
く
て
も
～
、
二
年
の
時

　
間
が
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
カ
ル
タ
ゴ
総
督
府
の
艦
隊
を
活
用
す
れ

　
ば
、
北
ア
フ
リ
カ
で
軍
纂
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。

⑫
↓
ミ
魯
詮
§
塁
O
．
ω
紹
（
〉
ζ
①
一
①
O
y

⑬
9
§
琶
郁
ω
o
h
↓
Φ
｝
自
四
汀
Φ
■
Q
り
Φ
。
ロ
醇
霞
ω
8
蔓
．
ぎ
〉
．
℃
p
。
ぎ
Φ
二
ε
’
↓
、
ミ

　
的
“
竃
ミ
評
O
§
ミ
塗
討
導
軸
謬
恥
咋
－
魯
識
§
G
曹
。
ミ
戴
衛
、
甑
く
①
壱
o
o
ド
6
㊤
ω
．
賢
．

　
一
り
9
Q
．

⑭
O
冨
σ
9
旨
中
（
Φ
匹
■
＼
ε
、
O
ミ
§
§
ミ
§
ミ
き
鴨
こ
鳥
砂
、
、
§
鳩
霊
巴
鴛
魯
Φ

　
智
8
げ
冨
眺
〉
茸
δ
9
①
二
Φ
①
山
6
9
〈
o
鼻
℃
簿
誘
、
｝
㊤
O
N
薯
“
切
O
ー
ビ
b
d
o
o
ぴ
○

　
餌
ρ
（
巴
．
）
、
Q
s
磧
ミ
恥
さ
遣
織
昏
㌔
ミ
砺
O
爾
。
ミ
ら
§
鳩
門
Φ
一
冒
陶
ゆ
q
レ
○
。
㊤
ρ
く
。
嵩
も
袖
一
9
Q
o
怖

　
竃
露
ゆ
Q
ρ
O
駆
Φ
押
曽
1
σ
．

⑮
o
σ
「
。
。
冨
円
≦
‘
帰
冨
餓
。
鵠
一
睾
穿
ロ
巴
三
8
。
h
O
g
ω
富
口
欝
⑦
H
＜
’

　
曾
爵
ミ
ミ
ミ
象
ぎ
沖
爵
審
壕
懸
旨
．
6
0
Q
。
旧
℃
℃
亟
⊂
n
朝
ー
ホ
9

⑯
目
、
ミ
愚
、
§
§
～
勲
唱
．
ω
望
（
〉
ζ
O
♂
O
ソ

⑰
乏
鋒
N
旧
Ω
．
（
ξ
ω
尊
ぎ
ミ
馬
奪
冒
。
ぎ
ト
ミ
餐
貯
ミ
ミ
ミ
、
斜
田
目
。
＜
Φ
吋
」
。
。
刈
。
。

　
（
話
巳
㊤
刈
。
。
）
［
ζ
O
国
．
し
り
。
ユ
営
。
語
ω
冨
議
ヨ
O
興
白
蝉
巳
B
さ
筥
ぎ
ロ
。
。
ロ
B
ω
9
0
｝
ロ
マ

　
仁
筥
ω
Φ
O
鋤
民
鋤
け
貯
P
Φ
血
評
ド
心
O
Q
｝
＜
1
同
卜
0
’
O
．
H
O
一
．
O
怖
ト
ミ
鴨
、
博
O
謡
馬
匙
ら
貸
勘
勲
臣
．
ω
鼻
①
．
ミ
騨
ン

　
ジ
オ
ス
反
乱
に
対
し
、
周
辺
の
イ
タ
リ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
の
軍
隊

　
が
反
乱
鎮
圧
に
即
応
し
た
、
と
い
う
記
述
か
ら
は
、
北
ア
フ
リ
カ
に
危
機
が
迫
っ

　
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
シ
チ
リ
ア
島
だ
け
に
頼
ら
ず
と
も
様
々
な
対
応
が
あ
っ
た

　
可
能
性
を
感
じ
る
。

⑱
こ
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
四
世
の
シ
チ
リ
ア
遠
征
に
つ
い
て
は
、
オ
ス
ト
ロ

　
ゴ
ル
ス
キ
ー
も
注
記
に
て
取
り
上
げ
、
疑
念
を
呈
し
て
い
る
。
G
・
オ
ス
ト
ロ
ゴ

　
ル
ス
キ
ー
（
和
田
廣
訳
）
『
ビ
ザ
ン
ツ
隻
影
引
臼
（
恒
文
社
、
二
〇
〇
一
年
）
｝
九

　
四
…
…
一
・
九
五
頁
（
原
研
二
九
論
ハ
罵
一
年
）
Q

⑲
§
恥
魯
隷
§
舞
冨
「
。
。
器
山
⊆
。
鼻
（
〉
竃
曾
①
㎝
y
ミ
却
魯
、
ミ
。
勲
。
『
し
。
恥
．
9
竃
撃
ぴ
q
ρ

　
O
．
お
心
p
ρ

⑳
円
ぎ
魯
隷
§
塁
℃
．
G
。
㎝
ω
（
〉
ζ
Φ
｝
9
マ

⑳
↓
ぎ
9
、
§
、
塁
℃
．
ω
㎝
①
（
〉
ζ
O
ミ
ζ

⑫
　
↓
ぎ
魯
》
§
舞
9
■
ω
切
。
。
山
焼
O
（
〉
ζ
①
嵩
ζ

三
　
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
か
ら
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
ま
で
の
艦
隊

　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
四
世
の
息
子
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
（
第
一
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

位
六
八
五
－
六
九
五
年
）
も
一
六
歳
と
若
く
し
て
帝
位
に
就
い
た
。
彼
の
最

初
の
治
世
に
は
艦
隊
に
関
す
る
情
報
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
教
皇
宛
て
命
令

書
簡
に
記
載
さ
れ
た
軍
隊
の
リ
ス
ト
の
中
に
、
カ
ラ
ビ
シ
ア
ニ
ら
し
き
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
登
場
す
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
六
九
〇
年
頃
の
史
料
に
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
和
姦
が
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の

和
平
協
定
を
破
り
キ
プ
ロ
ス
島
の
住
民
を
移
住
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

こ
の
時
は
何
ら
か
の
艦
隊
が
出
動
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
そ
の
後
、
六
九
五
年
に
ク
ー
デ
タ
に
よ
り
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
か
ら

帝
位
を
奪
っ
た
レ
オ
ン
テ
ィ
オ
ス
冒
㎝
ミ
］
は
、
六
九
七
年
に
カ
ル
タ
ゴ
を

含
む
北
ア
フ
リ
カ
が
イ
ス
ラ
ー
ム
軍
に
奪
わ
れ
た
と
知
る
と
、
「
全
て
の
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ロ
ー
マ
艦
隊
」
を
出
撃
さ
せ
、
そ
の
司
令
官
に
は
バ
ト
リ
キ
オ
ス
の
ヨ
ハ
ネ

ス
冨
刈
①
①
］
を
指
名
し
た
。
こ
の
艦
隊
は
カ
ル
タ
ゴ
市
の
奪
回
に
成
功
し
、

そ
の
地
で
越
冬
し
た
。
し
か
し
カ
リ
フ
が
大
規
模
な
艦
隊
を
派
遣
し
て
く
る

と
、
形
勢
は
逆
転
、
ビ
ザ
ン
ツ
艦
隊
は
増
援
を
求
め
て
首
都
方
面
へ
と
撤
退

し
、
ク
レ
タ
島
ま
で
引
き
返
し
た
。
し
か
し
、
首
都
帰
還
を
望
ま
な
い
将
校

た
ち
に
駆
り
立
て
ら
れ
た
兵
士
た
ち
が
反
乱
を
起
こ
す
。
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ

イ
の
ド
ゥ
ル
ン
ガ
リ
オ
ス
の
ア
プ
シ
マ
ロ
ス
が
テ
ィ
ベ
リ
オ
ス
（
三
世
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

改
名
し
て
皇
帝
に
選
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
前
述
）
。

　
こ
こ
に
登
場
す
る
「
全
て
の
ロ
ー
マ
艦
隊
」
と
い
う
の
は
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ

イ
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
は
っ
き
り
と
は
断
定
で
き
な
い
。
「
全
て
の

ロ
ー
マ
艦
隊
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
首
都
近
郊
に
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
艦

隊
に
加
え
て
、
本
来
小
ア
ジ
ア
の
側
が
担
当
で
あ
る
独
立
艦
隊
（
？
）
の
キ

ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
も
遠
征
軍
に
加
わ
っ
た
と
い
う
推
測
も
可
能
と
な
る
。

　
さ
て
、
七
〇
五
年
に
ブ
ル
ガ
ー
ル
人
の
支
援
を
受
け
て
帝
位
に
返
り
咲
い

た
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
（
第
二
在
位
七
〇
五
－
七
一
一
年
）
は
、
妻
と

子
ど
も
を
残
し
て
い
た
バ
ザ
ー
ル
汗
国
に
艦
隊
を
送
っ
た
が
、
多
く
の
船
が

乗
組
員
と
と
も
に
嵐
で
沈
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
。
彼
は
あ
ら
た
め
て
ク
ビ

ク
ラ
リ
オ
ス
の
テ
オ
ヒ
ュ
ラ
ク
ト
ス
［
○
。
N
諏
］
を
送
っ
て
妻
子
を
首
都
に
迎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

え
、
息
子
と
の
共
同
統
治
を
開
始
し
た
。

　
七
〇
八
年
に
な
る
と
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
は
ブ
ル
ガ
ー
ル
人
た
ち
と
の
和

平
を
破
棄
し
、
騎
兵
テ
マ
タ
を
ト
ラ
キ
ア
へ
渡
し
、
艦
隊
を
議
癒
し
て
出
陣

し
た
。
ア
ン
キ
ア
ロ
ス
に
到
着
す
る
と
、
皇
帝
は
こ
の
要
塞
の
前
で
艦
隊
に

碇
を
下
ろ
さ
せ
、
騎
兵
軍
に
野
営
を
命
じ
た
。
し
か
し
、
ブ
ル
ガ
ー
ル
軍
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

襲
撃
を
受
け
て
部
隊
は
壊
滅
し
、
皇
帝
は
海
路
都
へ
逃
げ
帰
っ
た
。

　
七
｝
○
年
に
な
る
と
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
は
、
か
つ
て
追
放
さ
れ
て

い
た
黒
海
北
岸
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
ケ
ル
ソ
ン
市
方
面
へ
の
報
復
作
戦
に
出

た
。
遠
征
艦
隊
は
実
に
三
度
に
わ
た
り
派
遣
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
を
箇
条
書
き
に
し
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。

①
指
揮
官
　
バ
ト
リ
キ
オ
ス
の
マ
ウ
ロ
ス
H
ベ
ッ
ソ
ス
［
お
窓
］
と
ス

　
　
　
　
　
　
テ
フ
ァ
ノ
ス
ー
ー
ア
ス
ミ
ク
ト
ス
［
O
⑩
O
Q
昌

　
　
　
　
　
　
ス
パ
タ
リ
オ
ス
の
エ
リ
ア
ス
二
心
謹
］
（
ヘ
リ
ア
ス
）
を

　
　
　
　
　
　
ケ
ル
ソ
ン
の
新
統
括
者
と
す
る

　
　
艦
　
船
　
大
艦
隊
の
建
造
旨
意
種
類
の
艦
船
　
元
老
院
議
員
と
首
都

　
　
　
　
　
　
役
入
・
住
人
た
ち
の
寄
付
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
（
≧
浮
魯
隷
ミ
。
勲
。
置
醗
の
十
万
人
は
誇
張
だ
ろ
う
。
貴
顕

　
　
　
　
　
　
者
の
徴
用
と
い
う
の
も
お
か
し
い
）

　
　
目
　
的
　
住
民
全
員
の
虐
殺

　
　
結
　
果
”
有
力
者
を
多
く
処
罰
す
る
も
、
町
全
体
で
の
虐
殺
は
で
き

　
　
　
　
　
　
ず
、
帰
路
（
≧
浮
愚
ぎ
、
8
に
よ
れ
ば
（
o
巨
仁
㎝
・
P
一
〇
⑳
同
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ビザンツ艦隊をめぐる考察（中谷）

②③

卜。

p）

黶
Z
月
）

か
に
誇
張
）

に
嵐
で
難
破
。
死
者
7
万
3
千
人
（
明
ら

指
揮
窟
　
バ
ト
リ
キ
オ
ス
で
税
務
長
官
の
シ
リ
ア
人
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス

　
　
　
　
［
b
⊃
δ
巴
、
市
総
督
ヨ
ハ
ネ
ス
［
b
⊃
Φ
㎝
①
］

　
　
　
　
ト
ラ
ケ
シ
オ
イ
の
ト
ゥ
ル
マ
ル
ケ
ス
（
師
団
長
）
の
ク
リ

　
　
　
　
ス
ト
フ
ォ
ロ
ス
ロ
8
館

　
　
　
　
上
記
テ
マ
か
ら
三
百
名
の
武
装
兵

艦
　
船
　
わ
ず
か
な
数
の
快
速
船
ド
ロ
モ
ン

目
　
的
　
バ
ザ
ー
ル
へ
の
詫
び
、
上
記
エ
リ
ア
ス
と
蜂
起
者
バ
ル
ダ

　
　
　
　
ネ
ス
ロ
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
［
曾
α
O
］
の
連
行
、
［
部
の
者

　
　
　
　
の
復
位

結
　
果
」
ケ
ル
ソ
ン
市
民
た
ち
の
策
略
に
よ
り
遠
征
隊
の
全
員
が
殺

　
　
　
　
害
さ
れ
る

指
揮
官
　
バ
ト
リ
キ
オ
ス
の
マ
ウ
ロ
ス
帥
ベ
ッ
ソ
ス

艦
　
船
　
別
の
（
「
大
」
9
≧
瀞
愚
ぎ
き
勲
。
置
膳
9
P
一
一
ρ
轡
㎝
早
掘
）

　
　
　
　
艦
隊
の
建
造
　
多
く
の
攻
城
兵
器
や
攻
撃
装
備
と
と
も
に

　
　
　
　
出
撃

目
　
的
　
ケ
ル
ソ
ン
の
城
壁
と
町
全
体
の
破
壊
、
住
民
虐
殺

結

果
　
バ
ザ
ー
ル
人
の
介
入
と
停
戦
、
逆
に
遠
征
軍
は
反
乱
者
側

　
　
に
寝
返
る

　
　
前
述
の
バ
ル
ダ
ネ
ス
目
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
を
皇
帝
と
歓
呼

　
　
し
、
艦
隊
を
首
都
へ
送
る

　
第
三
回
の
艦
隊
派
遣
に
尖
秘
し
た
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
は
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
か
ら
の
援
軍
三
千
を
得
た
上
で
、
事
態
を
偵
察
す
る
た
め
に
小
ア
ジ
ア

北
岸
の
シ
ノ
ペ
ま
で
オ
プ
シ
キ
オ
ン
軍
と
ト
ラ
ケ
シ
オ
イ
軍
の
一
部
と
で
出

陣
し
た
が
、
そ
の
闘
に
首
都
が
反
乱
軍
の
艦
隊
の
手
に
落
ち
、
彼
は
息
子
と

　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
も
に
殺
害
さ
れ
た
。
享
年
四
二
歳
で
あ
っ
た
。

　
最
初
の
大
艦
隊
が
嵐
で
崩
壊
す
る
と
、
さ
す
が
に
す
ぐ
に
は
多
く
の
艦
船

を
用
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ

ア
ノ
ス
ニ
世
は
執
念
深
く
別
の
第
三
回
の
艦
隊
を
準
備
し
て
送
り
出
し
て
い

る
。
敵
に
寝
返
っ
た
こ
の
艦
隊
が
首
都
へ
攻
め
上
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
こ
ち

ら
も
小
規
模
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
と
も
か
く
、
艦
隊
は
あ
る
程
度
は

常
設
の
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
必
要
が
生
じ
た
際
に
は
、
そ
の
状

況
に
応
じ
て
建
造
さ
れ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
以
上
の
三
度
の
艦
隊
遠
征
に
関
連
し
て
、
気
に
な
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は

第
二
章
で
紹
介
し
た
、
『
教
皇
の
書
匝
に
登
場
す
る
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
の
ス

ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
の
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
存
在
で
あ
る
。
史
料
の
記
述
に
よ
る
か
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ぎ
り
、
教
皇
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
は
七
一
〇
年
一
〇
月
五
日
に
出
航
し
、

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
へ
向
か
う
途
申
で
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
出
迎
え
を

受
け
た
。
そ
の
後
、
首
都
で
歓
迎
を
受
け
、
皇
帝
と
は
ニ
コ
メ
デ
ィ
ア
で
会

見
し
て
い
る
。
役
目
を
終
え
た
一
行
が
ロ
ー
マ
に
帰
還
す
る
の
は
翌
七
一
一

年
一
〇
月
二
四
日
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
わ
ず
か
三
ヶ
月
後
に
ユ
ス
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

イ
ニ
ア
ノ
ス
ニ
世
殺
害
の
知
ら
せ
が
届
い
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
渡
世
の
殺
害
は
同
年
＝
月
初
旬
と
さ
れ
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
は
知
ら
せ
が
実
際
に
届
く
の
に
二
ヶ
月
を
要
し
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
推
測
す
る
と
、
教
皇
｝
行
が
当
初
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
の
ス
ト
ラ

テ
ー
ゴ
ス
と
出
会
い
、
帝
都
に
到
着
し
た
の
は
早
く
と
も
七
一
一
年
～
月
頃

で
あ
ろ
う
か
。

　
一
方
、
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
『
歴
史
抄
録
臨
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
ケ
ル
ソ

ン
へ
の
第
一
回
遠
征
の
帰
路
の
嵐
は
一
〇
月
と
あ
り
、
こ
れ
は
確
実
に
七
一

〇
年
秋
の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
の
一
年
の
問
に
、
さ
ら
に
二
度

に
わ
た
り
艦
隊
が
派
遣
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
筆
者
が
注
霞
し
た
い
の
は
、
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
は
、

首
都
が
艦
隊
編
成
で
大
忙
し
の
最
中
に
教
皇
の
出
迎
え
に
参
上
し
て
い
る
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
繰
り
返
す
が
、
艦
隊
が
水
兵
の
み
で
活
動
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
通
常
は
地
上
戦
力
で
あ
る
将
兵
が
船
に
乗
り
込
み
（
必
要

に
応
じ
て
軍
馬
な
ど
も
）
、
そ
の
艦
隊
と
搭
載
軍
の
両
方
を
統
括
す
る
司
令

官
が
そ
の
つ
ど
任
命
さ
れ
る
。
七
一
一
年
当
時
、
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
艦
隊
は

（
少
な
く
と
も
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
は
）
、
首
都
か
ら
の
遠
征
軍
と
行
動
を
共

に
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
さ
て
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
二
世
か
ら
帝
位
を
奪
っ
た
バ
ル
ダ
ネ
ス
ー
－
ブ

イ
リ
ッ
ピ
コ
ス
［
岳
O
O
］
（
在
位
七
一
一
－
七
＝
二
年
）
に
関
し
て
は
、
艦

隊
関
連
の
情
報
は
な
い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
帝
国
側
が
首
都
へ
の
新
た
な
攻
撃
を

準
備
す
る
申
、
帝
国
の
艦
隊
の
整
備
を
急
が
せ
た
の
は
彼
を
ク
ー
デ
タ
で
退

位
さ
せ
、
帝
位
に
就
い
た
文
官
出
身
の
ア
ル
テ
ミ
オ
ス
、
改
名
し
て
ア
ナ
ス

タ
シ
オ
ス
ニ
世
［
器
①
］
（
在
位
七
一
三
－
七
～
五
年
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
快

速
艦
ド
ロ
モ
ン
や
ギ
リ
シ
ア
火
を
搭
載
し
た
二
段
擢
船
、
そ
し
て
大
型
船
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

建
造
に
着
手
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
イ
ス
ラ
ー
ム
の
艦
隊
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
か
ら
リ
ュ
キ
ア
の
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
現
フ
ィ
ニ
ケ
）
に
船
舶
建
造
の
た
め
の
糸
杉
を
伐
採
し
に
来

て
い
る
と
の
噂
が
広
ま
る
と
、
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
は
快
速
船
を
何
業
か

選
び
、
こ
れ
に
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
兵
士
た
ち
を
乗
せ
て
ロ
ド
ス
島
へ
送
り
出

し
た
。
彼
は
門
他
の
ロ
ー
マ
の
艦
隊
」
に
も
そ
こ
へ
の
集
結
を
命
じ
た
。
こ

れ
ら
艦
隊
全
体
の
司
令
官
に
は
、
「
分
別
が
あ
り
経
験
豊
か
な
」
大
教
会

（
聖
ソ
フ
ィ
ア
）
の
輔
祭
で
税
務
長
官
の
ヨ
ハ
ネ
ス
冨
①
①
昌
を
任
命
し
た

（
こ
こ
で
も
税
務
長
官
と
い
う
文
官
、
し
か
も
教
会
関
係
者
ら
し
き
入
物
が

抜
擢
さ
れ
る
）
。
し
か
し
、
ロ
ド
ス
島
に
集
ま
り
、
い
ざ
出
撃
と
い
う
段
に
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な
っ
て
、
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
軍
隊
が
こ
れ
に
反
対
し
、
皇
帯
ア
ナ
ス
タ
シ
オ

ス
に
呪
い
の
言
葉
を
発
し
て
、
司
令
官
の
ヨ
ハ
ネ
ス
を
亡
き
者
に
し
た
。
こ

う
し
て
艦
隊
は
統
制
を
失
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
故
郷
へ
向
か
っ
た
と
い
う
。
オ

プ
シ
キ
オ
ン
の
将
兵
は
故
郷
の
方
向
ア
ド
ラ
ミ
ュ
ッ
テ
ィ
オ
ン
に
至
り
、
そ

こ
で
徴
税
役
人
の
テ
オ
ド
シ
オ
ス
冒
刈
Φ
ω
］
（
後
の
三
世
。
在
位
七
一
五
－

七
一
七
年
）
を
見
出
し
（
彼
は
政
治
に
関
心
な
ど
な
い
人
物
で
、
山
へ
と
逃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

亡
し
た
が
）
、
彼
を
捕
え
て
皇
帝
に
担
ぎ
出
し
て
、
都
へ
と
攻
め
上
っ
た
。

　
以
上
か
ら
は
、
艦
隊
は
個
々
に
い
く
つ
も
存
在
し
て
い
た
と
い
う
印
象
を

受
け
る
。
首
都
の
艦
隊
だ
け
で
な
く
エ
ー
ゲ
海
の
島
々
や
テ
マ
ロ
ヘ
ラ
ス
な

ど
に
も
集
結
命
令
が
出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
小
ア
ジ
ア
南
岸
に
存
在
す
る

キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
も
同
様
だ
ろ
う
か
。
詳
し
い
こ
と
は
不
明
だ
が
、
カ
ラ

ビ
シ
ア
ノ
イ
と
い
う
統
｝
さ
れ
た
常
設
の
艦
隊
の
存
在
は
想
定
し
に
く
い
。

　
皇
帝
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
は
反
乱
軍
の
動
き
を
知
る
と
、
身
内
の
者
た

ち
と
自
身
が
建
設
し
た
艦
隊
に
町
を
委
ね
て
、
首
都
を
離
れ
て
ビ
テ
ユ
ニ
ア

の
ニ
ケ
ー
ア
（
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
領
内
1
）
に
向
か
っ
た
。
反
乱
軍
は
全
オ

プ
シ
キ
オ
ン
軍
を
糾
合
し
、
輸
送
船
を
多
く
徴
用
し
て
首
都
対
岸
の
ク
リ
ュ

ソ
ポ
リ
ス
に
海
と
陸
か
ら
到
着
し
た
。
こ
こ
で
半
年
間
に
わ
た
る
首
都
攻
防

戦
が
展
開
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
反
乱
軍
側
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ

ル
を
押
さ
え
た
。
叛
徒
た
ち
は
、
町
に
い
た
皇
帝
側
の
役
人
た
ち
や
総
主
教

ゲ
ル
マ
ノ
ス
［
圏
Φ
○
。
］
ら
を
捕
ら
え
、
ニ
ケ
ー
ア
に
連
行
し
て
皇
帝
に
突
き

つ
け
た
。
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
ニ
世
は
観
念
し
、
身
の
安
全
と
引
き
替
え
に
降

　
　
　
　
　
⑫

伏
、
退
位
し
た
。

　
以
上
が
、
第
二
圓
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
包
囲
戦
が
始
ま
る
前
、
す

な
わ
ち
レ
オ
ン
三
世
が
登
極
す
る
前
に
起
こ
っ
た
出
来
事
の
内
、
艦
隊
が
関

わ
っ
た
出
来
事
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

　
ど
の
時
期
の
ど
の
艦
隊
が
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
で
あ
っ
た
の
か
、
見
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
一
定
の
艦
船
が
集
ま
る
な
ら
ば
、

そ
れ
が
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
と
認
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
に
は
常
設

の
艦
隊
の
姿
は
、
明
確
に
は
見
え
て
こ
な
か
っ
た
。
艦
隊
の
司
令
と
遠
征
軍

全
体
の
指
揮
者
は
別
立
て
、
と
い
う
の
が
通
例
の
よ
う
で
も
あ
る
。
艦
隊
が

必
要
に
応
じ
て
創
設
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
と
い
う
指

揮
権
の
存
在
は
い
よ
い
よ
危
う
さ
を
増
し
て
く
る
。

①
§
鴨
魯
、
§
N
塁
O
■
ω
①
ら
。
（
〉
ζ
①
嵩
。
。
）
）
・
≧
尋
魯
ぎ
巷
勲
。
葛
。
。
層

②
こ
の
史
料
記
述
に
は
、
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
と
並
ん
で
、
ア
フ
リ
カ
、
サ
ル
デ
イ

　
ニ
ア
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
軍
隊
が
言
及
さ
れ
、
前
章
の
注
⑰
の
史
料
記
述
か
ら
は
、

　
こ
れ
ら
の
軍
隊
が
名
目
的
な
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

　
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
史
料
に
シ
チ
リ
ア
へ
の
言
及
は
な
い
。

③
§
鴨
魯
、
§
ミ
於
葛
0
㎝
（
〉
ζ
①
蕊
ω
）
．

④
憲
鳴
愚
、
N
§
舞
℃
℃
．
ω
刈
？
ω
刈
H
（
〉
ζ
曾
8
Y
乙
匿
9
。
「
。
ρ
。
ヨ
｝
．

⑤
§
鴨
愚
、
§
ミ
9
g
も
。
認
山
瞬
（
〉
窯
①
6
刈
汁
蜜
冨
讐
○
δ
ρ
6
げ
奮
■

⑥
§
恥
魯
ぎ
ミ
勲
巳
♂
（
〉
竃
爲
O
O
Y
家
冨
喜
。
δ
ρ
。
題
ω
．

⑦
↓
ぎ
魯
ぎ
ミ
勲
箸
b
。
ミ
ゐ
。
。
一
（
〉
ζ
9
0
ω
》
裟
冨
9
。
δ
ω
’
。
置
ま
．
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⑧
緊
腎
ミ
博
§
暮
ら
ミ
量
〈
9
’
押
葛
O
H
．

⑨
9
鐸
ω
o
ρ
℃
こ
↓
匿
↓
。
ヨ
ぴ
ω
碧
α
9
耳
ω
鼠
誓
Φ
o
ウ
旨
き
嘗
Φ
国
窪
質
興
。
「
ω

　
（
G
。
ω
甲
H
O
お
）
、
b
ミ
さ
ミ
琳
。
隷
O
幕
恥
ξ
僑
誘
一
9
お
①
N
9
．
α
O
ふ
鮒
頃
巳
ぎ
讐
。
同
費

　
℃
9
＞
．
■
、
、
冒
ω
戯
巳
§
H
H
．
．
噌
9
9
蜘
”
P
ざ
。
。
令
㎝
．

⑲
竈
鴨
魯
、
§
§
悔
℃
．
。
。
。
。
良
〉
冨
①
鴇
0
9
．

⑪
き
辱
魯
隷
ミ
8
。
ま
9
冨
僑
愚
隷
§
塁
ロ
・
ω
。
。
黛
〉
竃
9
0
ジ

⑫
冨
軸
愚
隷
§
塁
薯
．
し
。
。
。
甲
ω
。
。
①
（
〉
竃
爵
O
＞
き
評
愚
隷
ミ
8
。
葛
｝
．

む
す
び
に
か
え
て
ー
レ
オ
ン
三
世
と
艦
隊

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
初
頭
の
ビ
ザ
ン
ツ
艦
隊
は
、

史
料
状
況
の
劣
悪
さ
も
あ
り
、
そ
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
か
な
り
困
難

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
断
片
的
な
史
料
を
整
合
的
に
説
明
す
る

た
め
に
は
、
相
当
に
大
胆
な
推
測
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
よ
う
な
史
料
状
況
は
八
世
紀
に
な
っ
て
も
大
き
く

は
変
化
し
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
七
一
七
年
に
帝
位
に
就
き
、
久
し
ぶ

り
に
長
期
政
権
の
樹
立
に
成
功
し
た
レ
オ
ン
三
世
の
治
世
（
七
一
七
一
七
四

一
年
）
に
ビ
ザ
ン
ツ
艦
隊
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
、
と
い
う
の
が
通
説
で

あ
る
。
紙
幅
も
尽
き
た
の
で
、
最
後
に
レ
オ
ン
三
世
と
艦
隊
の
関
わ
り
を
概

観
し
、
こ
の
時
期
の
ビ
ザ
ン
ツ
海
軍
と
皇
帝
（
政
権
）
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
レ
オ
ン
三
世
は
、
即
位
直
後
に
起
こ
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
軍
に
よ
る
二
度
目

の
首
都
包
囲
戦
を
戦
い
抜
い
た
。
そ
こ
で
は
「
ギ
リ
シ
ア
火
」
を
搭
載
し
た

ビ
ザ
ン
ツ
艦
隊
の
活
躍
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
、
皇
帝
自
身
も
乗
船
し

　
　
　
　
　
　
　
①

て
出
撃
し
た
ら
し
い
。

　
一
方
、
首
都
包
囲
が
続
く
申
、
西
方
シ
チ
リ
ア
島
で
は
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス

の
セ
ル
ギ
オ
ス
冨
q
逡
］
が
別
の
皇
帝
を
擁
立
す
る
事
件
が
起
き
て
い
る

　
　
　
　
　
　
②

（
ま
も
な
く
鎮
圧
）
。
さ
ら
に
、
レ
オ
ン
三
世
治
下
に
は
シ
チ
リ
ア
島
へ
の

イ
ス
ラ
ー
ム
艦
隊
の
攻
撃
に
対
し
、
ビ
ザ
ン
ツ
艦
隊
の
活
動
の
活
発
化
が
認

　
　
　
③

め
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
同
時
期
の
エ
ジ
プ
ト
・
シ
リ
ア
方
面
へ
の
ビ
ザ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ツ
艦
隊
に
よ
る
攻
撃
の
多
発
化
と
同
様
、
こ
れ
ら
の
局
地
戦
に
皇
帝
政
府
の

意
向
が
ど
の
程
度
反
映
さ
れ
て
い
た
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
七
二
七
年
、
ヘ
ラ
ス
と
キ
ュ
ク
ラ
デ
ス
の
地
域
が
レ
オ
ン
に
反
乱
を
起
こ

し
、
「
大
」
艦
隊
で
首
都
へ
と
攻
め
上
っ
た
。
詳
細
は
不
明
だ
が
、
ヘ
ラ
ス
麗

テ
マ
の
ト
ゥ
ル
マ
ル
ケ
ス
（
テ
マ
の
副
指
令
、
師
団
長
）
で
あ
る
ア
ガ
ッ
リ

ア
ノ
ス
［
＝
G
。
］
と
さ
ら
に
ス
テ
フ
ァ
ノ
ス
［
①
Φ
○
。
凸
な
る
人
物
が
艦
隊
を

率
い
、
コ
ス
マ
ス
罵
O
⑩
G
。
扁
を
皇
帝
に
押
し
立
て
た
と
い
う
。
け
れ
ど
も
こ

の
艦
隊
は
首
都
近
郊
で
皇
帝
側
の
「
ギ
リ
シ
ア
火
」
で
武
装
し
た
艦
隊
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

っ
て
撃
破
さ
れ
、
反
乱
は
鎮
圧
さ
れ
た
。
反
乱
者
側
の
「
大
」
艦
隊
と
は
在

地
の
テ
マ
艦
隊
な
の
か
、
そ
し
て
首
都
を
守
っ
た
の
が
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
か
。
一
切
は
不
明
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
七
三
二
年
、
マ
ネ
ス
需
①
O
O
］
な
る
人
物
が
イ
タ
リ
ア
へ
艦
隊
を
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⑦

率
い
て
行
く
よ
う
に
皇
帝
か
ら
命
令
を
受
け
て
い
る
。
彼
は
史
料
に
登
場
す

る
最
初
の
「
海
の
テ
マ
」
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
で
あ
っ

た
。
通
説
で
は
、
こ
こ
に
か
つ
て
の
カ
ラ
ビ
シ
ア
ノ
イ
艦
隊
は
解
体
さ
れ
、

小
ア
ジ
ア
南
岸
を
拠
点
と
す
る
テ
マ
縫
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
に
再
編
さ
れ
た
、

　
　
⑧

と
な
る
。
け
れ
ど
も
、
司
令
官
に
与
え
ら
れ
た
任
務
が
地
域
防
衛
で
は
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

イ
タ
リ
ア
遠
征
で
あ
っ
た
点
は
留
意
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
以
上
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

レ
オ
ン
三
世
と
艦
隊
に
関
わ
る
主
な
事
実
で
あ
る
。

　
本
稿
で
の
筆
者
の
分
析
か
ら
は
、
レ
オ
ン
三
世
も
含
め
、
当
時
の
ビ
ザ
ン

ツ
皇
帝
た
ち
の
中
に
、
特
段
「
海
に
生
き
」
「
海
上
に
活
路
を
求
め
る
」
勇

敢
な
皇
帝
の
姿
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
コ
ン
ス
タ
ン
ス
ニ
世
は
艦
隊

決
戦
で
大
敗
を
喫
し
、
ね
ら
い
が
必
ず
し
も
明
白
と
は
い
え
な
い
遠
征
を
実

　
　
⑪

施
し
て
、
シ
ラ
ク
サ
に
て
暗
殺
さ
れ
た
。
そ
の
息
子
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス

四
世
は
、
ブ
ル
ガ
ー
ル
人
に
対
し
て
艦
船
で
出
撃
し
た
が
、
病
を
得
て
あ
え

な
く
戦
線
離
脱
と
な
っ
た
。
五
年
に
及
ぶ
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
封
鎖

戦
を
戦
い
抜
い
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
る
が
、
艦
隊
を
用
い
て
の
大
き
な

作
戦
の
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
登
極
直
後
の
シ
ラ
ク
サ
大
遠
征
も

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
四
世
の
息
子
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア

ノ
ス
ニ
世
は
第
一
治
世
で
は
海
上
作
戦
に
は
ほ
と
ん
ど
関
わ
ら
ず
、
第
二
治

世
で
は
一
転
し
て
ケ
ル
ソ
ン
市
攻
撃
に
艦
船
を
大
回
に
投
入
し
、
そ
の
結
果

自
滅
し
た
。
レ
オ
ン
テ
ィ
オ
ス
帝
は
大
艦
隊
を
派
遣
し
て
カ
ル
タ
ゴ
を
救
お

う
と
し
た
が
、
か
え
っ
て
政
権
を
失
う
結
果
と
な
っ
た
。
テ
ィ
ベ
リ
オ
ス
三

世
と
バ
ル
ダ
ネ
ス
錘
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
の
治
世
に
艦
隊
と
の
関
わ
り
は
認
め

ら
れ
な
い
。
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
蓋
世
は
首
都
決
戦
に
備
え
て
艦
隊
の
増
強
に

努
め
た
が
、
そ
の
治
世
は
ご
く
短
期
闘
で
軍
事
反
乱
に
よ
り
引
退
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
彼
を
退
位
に
追
い
込
ん
だ
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
は
、
史
料
の
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

述
か
ら
は
気
の
毒
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
在
位
と
な
っ
た
。

　
七
世
紀
後
半
以
降
、
約
半
世
紀
間
に
及
ぶ
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
た
ち
の
治
世
を

海
軍
あ
る
い
は
艦
隊
と
い
う
視
点
か
ら
眺
め
た
場
合
、
全
体
と
し
て
華
々
し

い
姿
は
浮
か
ん
で
こ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
陸
上
で
は
防

衛
体
制
の
要
と
し
て
テ
マ
制
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
艦
隊
に

つ
い
て
も
、
こ
の
時
期
の
紆
余
曲
折
を
経
た
後
に
、
レ
オ
ン
三
世
期
に
テ
マ

制
の
中
へ
と
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
功

績
を
特
定
の
皇
帝
や
組
織
に
帰
す
る
こ
と
は
史
料
状
況
に
よ
り
許
さ
れ
な
い
。

厳
に
慎
む
べ
き
は
、
こ
れ
を
特
定
の
皇
帝
や
組
織
の
事
績
と
即
断
す
る
議
論

な
の
で
あ
る
。
テ
マ
制
の
成
立
過
程
と
同
様
、
ビ
ザ
ン
ツ
艦
隊
や
「
海
の
テ

マ
」
に
つ
い
て
も
、
よ
り
長
期
的
な
ス
パ
ン
の
中
で
慎
重
に
考
察
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

②
　
§
鳴
魯
隷
§
舞
ロ
P
Q
。
雷
1
ω
O
㊤
（
〉
ζ
露
8
ふ
b
⊃
一
〇
冒
≧
浮
魯
款
。
ミ
勲
9
㎞
タ
窃
O
．

②
↓
譜
魯
｝
§
塁
℃
．
ω
ゆ
。
。
（
〉
ζ
①
b
。
H
9
き
尋
魯
ぎ
さ
p
。
『
α
9
な
お
、
す
で
に
八

　
世
紀
初
頭
に
は
シ
チ
リ
ア
は
軍
管
区
（
テ
マ
）
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
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る
。
ト
き
ミ
智
ミ
慧
ぎ
ミ
量
＜
2
．
ド
O
P
ω
Q
Q
Φ
山
⑩
O
．

③
小
林
門
レ
オ
ン
三
世
」
二
九
頁
。

④
瞬
、
二
五
頁
。

⑤
円
ぎ
§
、
§
§
噌
呈
8
（
〉
ζ
Φ
b
。
屡
に
≦
隷
愚
ぎ
き
勲
。
ま
ρ

⑥
ザ
ッ
カ
マ
ン
は
、
皇
帝
側
が
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
、
反
乱
者
側
の
艦
隊
が
カ
ラ

　
ビ
シ
ア
ノ
イ
だ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
鼠
N
饗
汚
毒
筥
塁
、
8
臨
戸
や
一
N
餅

⑦
導
鴨
魯
浮
§
舞
皐
さ
3
竃
8
N
幽
ソ

⑧
ま
た
、
他
の
海
上
の
軍
管
区
が
エ
ー
ゲ
海
と
サ
モ
ス
島
、
そ
し
て
首
都
近
辺
に

　
設
概
さ
れ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
小
林
「
レ
オ
ン
三
世
漏
二
七
頁
。
9

　
寓
o
O
①
興
、
閏
．
’
．
冥
効
＜
＜
6
互
ヨ
。
昌
）
．
、
O
昆
こ
や
冨
魔
・

⑨
小
林
氏
は
レ
オ
ン
が
即
位
前
に
イ
タ
リ
ア
に
赴
い
た
と
い
う
説
を
提
示
し
て
い

　
る
が
（
「
レ
オ
ン
三
世
」
二
八
頁
）
、
そ
れ
が
仮
に
窺
実
だ
と
し
て
も
、
史
料
は
地

　
上
作
戦
で
の
功
績
に
つ
い
て
の
み
述
べ
て
い
て
、
彼
が
艦
隊
を
指
揮
し
た
と
は
述

　
べ
て
い
な
い
。
o
栖
O
Φ
o
N
σ
q
貯
ω
竃
。
鎚
。
巨
ω
．
◎
憂
き
ミ
6
§
、
く
9
N
℃
勺
9
。
刈
．

⑳
レ
オ
ン
三
世
の
治
世
全
般
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
レ
オ
ン
三
世
政
権
と
テ
マ
」

　
を
参
照
。

⑪
コ
ン
ス
タ
ン
ス
ニ
世
の
治
世
に
つ
い
て
は
別
稿
を
準
備
中
で
あ
る
。

⑫
小
林
氏
は
、
「
レ
オ
ン
三
世
」
論
文
の
結
論
部
分
（
三
一
⊥
二
二
頁
）
で
、
七

　
世
紀
か
ら
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
諸
皇
帝
は
「
い
わ
ば
海
の
軍
人
皇
帝
と
で
も

　
表
現
で
き
る
よ
う
な
政
策
を
指
向
し
て
」
い
た
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者

　
は
こ
の
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
は
か
り
か
ね
る
。

　
　
「
軍
人
皇
帝
」
と
は
ど
の
よ
う
な
皇
帝
の
こ
と
を
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
三
世
紀

　
の
危
機
の
時
代
と
の
類
似
点
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
「
降
臨
皇
帝
」

　
に
は
「
海
の
」
と
い
う
形
容
辞
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
考
察
し

　
た
諸
皇
紀
た
ち
か
ら
は
、
特
に
「
海
に
生
き
た
」
印
象
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ

　
た
し
、
船
に
乗
っ
て
活
躍
し
た
事
例
は
指
を
折
る
ほ
ど
し
か
な
い
。
艦
隊
と
の
関

わ
り
も
特
に
日
立
つ
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
こ
の
時
期
、
軍
務
か
ら
帝
位
に
就
い

た
の
は
レ
オ
ン
テ
ィ
オ
ス
（
親
征
な
し
）
、
ア
プ
シ
マ
ロ
ス
翻
テ
ィ
ベ
リ
オ
ス
三
世

（
親
征
な
し
）
と
レ
オ
ン
三
世
（
親
征
少
々
）
の
み
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
論
文
最
末
尾
で
レ
オ
ン
三
世
は
「
最
後
の
門
海
の
軍
人
皇
帝
」
」
と

呼
ば
れ
、
こ
れ
が
論
文
の
タ
イ
ト
ル
と
も
な
っ
て
い
る
。
臼
く
、
「
レ
オ
ン
三
世

は
、
「
海
の
軍
入
皇
帝
」
の
系
譜
に
連
な
る
最
後
の
皇
帝
だ
っ
た
の
で
あ
る
扁
。
こ

れ
は
本
当
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
軍
人
皇
帝
」
も
浅
海
の
皇
帝
」
と
い
う
用
語
も
、
あ
ま
り
使
い
た
く
は
な
い

が
、
も
し
も
使
う
と
す
れ
ば
そ
れ
な
り
に
あ
て
は
ま
る
入
物
は
他
に
い
よ
う
。
小

ア
ジ
ア
の
テ
マ
の
諸
軍
団
を
自
ら
率
い
、
治
世
の
多
く
を
戦
場
に
生
き
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
を
攻
め
る
際
に
は
し
ば
し
ば
艦
隊
を
動
員
し
、
し
か
も
し
ば
し
ば
自
ら
乗
船

し
た
上
に
最
後
は
そ
の
船
上
で
亡
く
な
っ
た
人
物
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
五
世

（
在
位
七
四
一
－
七
七
五
年
〉
［
巽
O
ω
扁
で
あ
る
。
「
最
後
扁
と
呼
ば
れ
た
レ
オ
ン

三
世
の
息
子
で
あ
る
。
実
際
、
小
林
氏
が
イ
ス
ラ
ー
ム
艦
隊
へ
の
門
決
定
的
な
勝

利
縣
と
み
な
す
七
四
七
年
の
キ
プ
ロ
ス
誤
読
の
海
戦
は
、
こ
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ス
五
世
の
治
世
の
出
来
華
で
あ
っ
た
（
§
鴨
§
詮
§
§
℃
爵
食
》
護
①
卜
。
も
。
㊤
）
）
。

　
な
る
ほ
ど
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
五
世
は
帝
国
の
西
方
領
土
に
つ
い
て
無
頓

着
な
面
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
彼
に
続
く
皇
帝
た
ち
も
「
海
」
に
無

縁
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
病
弱
で
治
世
が
短
か
っ
た
レ
オ
ン
路
銀
［
爵
お
］

に
し
て
も
イ
タ
リ
ア
と
の
関
係
を
保
っ
て
お
り
、
そ
の
妃
エ
イ
レ
ー
ネ
ー

［
器
ω
Φ
］
の
摂
政
期
に
は
イ
タ
リ
ア
に
軍
隊
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
小
林

氏
が
重
視
す
る
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
［
給
認
］
も
、
海
を
特
に
重
視
し
た
皇
帝
と

ば
か
り
は
言
い
切
れ
な
い
。
彼
は
地
上
戦
で
戦
死
し
て
い
る
。
と
も
か
く
「
七
世

紀
以
降
、
レ
オ
ン
三
世
に
い
た
る
諸
皇
帝
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
と
っ
て
地
中
海
、

そ
し
て
艦
隊
の
持
つ
重
要
性
を
正
確
に
認
識
し
て
い
た
」
の
か
ど
う
か
、
筆
者
に

は
判
断
つ
き
か
ね
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
酒
学
院
大
学
文
学
部
教
授
）

（626）88



Some　Remarks　on　the　Byzantine　Navy

　during　the　Period　from　c．650　to　730

by

NAKATANI　K6ji

　　The　ByzantiRe　Empire　had　to　deal　with　aggressive　lsiamic　power　not　only

in　Asia　Minor　but　also　iR　the　MediterraneaR　Sea　during　the　7th　century．　We

see　an　increase　in　the　number　of　references　to　the　ByzaRtine　fleets　in　the

sources　from　this　period，　in　particular　from　the　second　half　of　ehe　7th

century．　The　Byzantine　fieets　played　an　important　role　in　the　political

histery　of　the　Byzantlne　Empire　being　involved　in　changes　of　government　as

well　as　in　the　two　campaigns　in　defense　of　CoRstantinople　（674一一8　and　717－8）．

　　There　is，　however，　insufficient　information　about　the　first　Byzantine　fleet，

the　so－called　“Karabisianoi．”　The　ChronograPnta　of　TheoPhanes　Confessor

and　the　Breviarium　of　Patriarch　ArichePhorus，　two　main　Byzantine　sources

about　7th　and　8th　century，　use　the　common　noun　Ploimon，　meaning　fleet，

and　do　not　mention　the　KarabisianoL　Only　Latin　sources，　the　Liber

i）on功ficalis，　and　the　hagiographical　1レfiracles　げS’．　エ）e〃zetrios，　and　sorne

archaeological　data，　i．e．　lead　seals，　indicate　the　existence　of　some　“strategoi

of　karabisianoi，”　meaning　simply　admirals　of　seamen．

　　In　this　report　of　my　research，　1　poiRt　out　various　problems　concerRed　with

the　formation　and　activities　of　the　1〈arabisianoi　fleets　and　their　command　by

tracing　the　facts　of　the　ByzaRtine　navy　in　the　Aegean　and　Mediterranean

Sea　in　the　second　half　of　the　7th　aRd　the　beginning　of　the　8th　centuries

which　most　recent　studies　have　not　examined　iR　detaiL

　　Fourteen　rnajor　episodes　that　were　concerned　with　the　Byzantine　fleets

are　dealt　with．　First，　as　regards　the　so－called　“Battle　of　Mast”　iR　655，　it　is

very　difficult　to　determine　whether　the　Karabisianoi　constituted　the　main

part　of　the　Byzantine　fleet　or　whether　the　Karabisianoi　fleet　was　founded

after　the　battle．　SecoRd，　concerning　the　expedition　of　Emperor　Constans　II　to

the　West　（661－8）　and　his　murder，　it　is　not　easy　to　indicate　whether　the

foundation　of　new　fieet　was　carried　out　by　the　emperor　in　Sicily　or　not．

Third，　in　regard　to　the　dubious　expeditjon　of　Constantjne　IV　to　Sjclly　ln　688，

the　emperor　probably　did　not　lead　the　fieetto　this　island．　Fourth，　regarding

（　690　）



the　first　blockade　of　the　capital　ConstantiRople　in　674－8，　historical　sources　do

not　supply　enough　iRformation　about　the　operation　of　the　Byzantine　fleets．

Fifth，　concerRing　the　Bulgarian　expedition　by　Constantine　IV　in　680，　we

know　only　that　the　emperor　utilized　a　fleet　to　transport　Anatolian　soldlers　to

the　Danube　frontier．　Sixth，　as　regards　Justinian　II’s　“lussio”　addressed　to　the

pope　in　687，　many　scholars　have　read　karabisiani　instead　of　the　original　term

kabarisiani　i’n　“lussio，”　but　this　reading　is　not　supported　by　concrete　collat－

eral　evidence．　Seventh，　concerning　the　expedition　of　the　Byzantine　fieets　to

Carthago　and　the　later　revolt　in　698，　it　is　impossible　to　determine　whether

this　fieet　was　the　1〈arabisianoi　or　not．　Eighth，　as　for　the　Bulgarian　expedition

by　emperor　Justinian　II　in　708，　the　emperor　also　used　a　fleet　to　traRsport

ARatolian　soldiers　to　the　Balkans．　Ninth，　in　regard　to　the　punitive　expedi－

tions　to　Cherson　by　Justinian　II　and　his　downfall，　the　Latin　source　lndicates

that　“strategos　of　Karabisianoi”　was　active　in　Aegean　Sea　in　the　midst　of　the

expeditions．　Tenth，　the　Emperor　Anastasios　II　plaRned　a　construction　project

for　a　new　fleet　in　715．　Eieventh　is　the　dispatch　of　ByzaRtine　fieets　to　Rhodes

and　the　revolt　of　the　Opsikion　army，　which　give　the　impression　tkat　the

Byzantine　navy　was　composed　of　an　amalgam　of　regional　’fleets．　Tweifth　is

the　2nd　defense　of　Constantinople，　but　the　organization　of　the　Byzantine　fleet

that　defended　the　capital　is　unclear．　Thirteenth，　as　for　the　revolt　of　Hellas

and　Cyclades　and　sea　battle　in　726，　it　is　unclear　whether　the　Karabisianoi　or

Kibyrrhaiotai　fieets　had　any　relation　to　．　this　battle．　FourteeRth，　the　first

mention　of　“strategos　of　the　Kibyrrhaiotai　theme”　appears　in　732，　but　the

strategos，　or　admiral，　acted　not　within　the　territory　of　his　charge，　the

southern　coast　of　Asia　Minor，　but　in　the　TyrrheniaR　Sea．

　　In　these　fourteen　cases　it　is　Rearly　impossible　to　attest　the　actual　circum－

stances　of　the　1〈abarisianoi．　IR　conciusion，　1　content　that　one　must　be　very

deliberate　in　arguing　the　formation　and　activities　of　the　Byzantine　navy　or

fieets　during　this　period．　As　for　the　forrnative　process　of　the　maritime　theme

Kibyrrhaiotai，　about　which　much　is　also　unclear，　1’　think　that　a　comparison

with　those　of　the　“themes”　on　laRd　will　be　effective．

（　689　）


